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要旨：1989年度より，国語年鑑と図書館のシステム化を目的とした作業を開始し

た。このシステムは研究所における文献1青報の収集，整理，2次情報の作成に関し

ての計算機によるシステム化を目指したものである。それまでは手作業で行われて

いた作業を機械化し，作業の効率化と機械可読データの蓄積によるデータの有効利

用によって，研究所における継続的な文献データベース作成のためのシステムの基

礎作りを霞幸したものである。1994年度までに，国語年鑑に関する機械化を目指し

た範囲の全体をおおうことができた。この報告では，これまでの経過をまとめつ甲？，

文献情報のデータベース化と目録作成のシステム化のために行った作業のうち，特

にこの国語年鑑の機械化に関わる部分について報饗した。システムはパーソナルコ

ンピュータ上に構築した。

キーワード：文献データベース，国語学，文献索引，電子出版，国語年鑑

Abstract　：　This　paper　reports　on　the　development　of　the　information　systern　for

Kohago　Arenhan　〈laPanese　Langblage　Yearboofe）　，　the　annual　bibliegraphy　which

covers　all　fields　of　Japanese　linguistics，　published　by　the　National　Language

Research　lnstitute　since　1953．　ln　this　paper，　we　describe　the　data　entry　system，

the　structure　of　the　database　and　the　processing　procedure　employed　for

publication．

　We　started　this　project　in　1989，　developing　an　infermation　system　for　compi－

ling　a　comprehensive　bibliographic　database　of　the　study　of　Japanese　language　，

and　for　publishing　the　bibliography　by　processing　the　database．　The　system

aims　to　replac’e　the　process　of　manually　editing　Kokergo　Nenkan　by　a　computey－

aided，　database－eriented　system，　and　to　make　the　results　available　on　elec－

tronic　media．　At　the　sarne　tlrne，　we　started　another　project　to　develop　the

library　information　system．　lt　was　intended　that　the　two　projects，　which　are

mutualiy　autonomous　but　closely　related，　would　form　the　basis　ef　the　NLRI

bibliographic　information　system．

Key　words　：　bibliographic　database，　3apanese　linguistics，　bibliographic　index，

electronic　publishing，　Kofeugo　IVenhan，　fmpanese　Language　Yearbook

一128一



1．はじめに

　1989年度より，研究所における文献情報の収集，整理，2次情報の作成の

計算機によるシステム化を碧指し，国語年鑑と図書館の機械化のための作業

を開始した。作業の開始以来，国語年鑑や図書館の挺当者と連携しつつ，筆

者は主にシステムサイドから，全体のシステム化の計画・設計やシステムの

作成と国語年鑑の出版に必要なデータ処理関係の実作業の両方を行ってき

た。研究所における継続的な文献データベース作成のためのシステム的な基

礎作りを目指したものである。1994年度までに，国語年鑑に関しては，機械

化の進捗が文献開録の全体をカバーするところまで来た。この報告では，こ

れまでの経過をまとめつつ，文献情報のデータベース化と目録作成のシステ

ム化のために行った作業から，この国語年鑑の機械化に関わる部分について，

システム化の概要の報告を行うことにする。

　なお，図書館に関しても，1993年度に掌術情報ネットワークに接続し，ネッ

トワークを利用した図書館の蔵書の遡及入力を開始し，今年度（1995年度）

中には昨年度に図書館に導入したワークステーション上で図書館情報システ

ムが稼働を開始し，ネットワークに接続したパソコン等からの蔵書の検索な

どが可能になるところである。

2。システム化の方針

　国立国語研究所では1953年：以来，毎年，1年間に発行された国語学関係の

刊行図書，雑誌掲載論文などの文献情報を集めた「国語年鑑」の編集・刊行

を行なってきており，国語学関係の研究情報の情報源となっている。国語年

鑑は国立国語研究所の図書館で収集した壁書雑誌，および，各種の霞録から

集めた情報を整理・編集し，分野劉に刊行図書および雑誌論文を収めている。

一方，1989年には，国語学会と甲立国語研究所の共同事業として，1954年版

から1985年版までの「国語年鑑」所載の雑誌論文をデータベース化したフ

ロッピー版の「日本語研究文献欝録　雑誌編」（約8万4千件）が作成，出版

されている（1｝。また，刊行園書についても同じ年に「国語学研究文献総合目録」
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（約2万3千件）が発行され②，データは機械可読になっている。いずれも，

「附語年鑑」をベースにして作成されたものである。

　これらの状況も踏まえ，それまで手作業が主体であった業務の機械化を進

め，各業務の計算機による補助，データの共有，機械可読データの蓄積によ

る情報の多面的な活用を図ることを林子として，1989年度よリシステム作り

を開始した。国語学研究文献情報の収集，そのデータベース化と利用までの

一連の流れをシステム化することを目指したものである。（図1参照）

　これは国語年鑑のそれまでの手作業による文献目録の作成に代わって，文

献データベースの形成という観点を中心におき，データベースの作成とその

データベースかちの出力形態のひとつとしての文献瞑録・国語年鑑の出版と

いうプロセスへの移行を行うというものである。

　システム化を進めるに当たっては，以下のような点を考慮した。

　（1）国語年鑑の出版自体は中断せず行う。したがって，その毎年の出版の

ための実作業の中でシステムの作成とシステムへの移行を順次範囲を拡大し

っっ行うことにする。

　②　文献データベースの形成という観点から必要な情報は年鑑の出版上の

体裁の上に見えないものでもデータベースとして蓄積する。すなわち，デー

タベースが中心にあり，そこから必要な文献や項目を取り出して年鑑ができ

るという形になる。

　（3＞出版物として，本としての体裁上の品質もできる限り維持したかたち

でのシステム作りを行う。いかにもコンピュータのアウトプットというよう

な体裁にはしない。

　（4）国語年鑑の本作りの内容をできるだけ継承する。

　（5＞国語年鑑は1986年半より電算写植による出版になっていた。そこで，

この電算写植へ接続し出版するシステムを作成することにした。（電算写植の

出力ほどの印字の品質を得る装置を研究所に備えることはできないので，最

終的な出力は郎子会社の出力を利用する形にした。〉

　（6＞システム化は本の作成担当者の意見を十分に聞きながら進める。本の

一　130　一



ネットワーク

　　　　　　　データベース

図轡館業務

国語年鑑編集業務

雑誌 図書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索引等2次資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

蜘。，ル　　←（A編集v）

　　　　　　　データベース

　　　　　　　　　　　　　出力処理

　　　　印刷媒体　　　　　　　　　　　　　ネットワーク上での公閣

　　　　国語集鑑　　　　電子媒体

　　　　　　　　　　　　フRッピーディスク
　　　　　　　　　　　　CD－ROM等

　　　　　　図1　文献情報の全体システムの流れ
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編集抵当者や出版社，印燗会社と実際のデータ作成，出版という作業を進め

ていく中でシステムへのフィードバックを行ないつつ，システムの構築を行

う。

　（7）本作りに携わって人間の持っている本に対する考え方を尊重しつつシ

ステム化を行なう。システム作りの側からは負擾になることもあるが，必要

な側薦であると考えた。

　⑧パソコン等の機器の導入教育を進めながらシステム化を行う。当時，

文献の担当者はパソコンはほとんど未経験だったので，パソコンを利用でき

るようにするための手助けをしながらシステム化を進めていくことにした。

　⑨　いきなりコンピュータを持ち込んで，そのやり方を押しつけるという

ことをしない。すでに行われていた編集の過程の申にできるだけうまくはま

るような形で順次コンピュータを道具として入れていき，編集の過程の中で

コンピューータをなじませながら，次第にその範囲を拡大していくという導入

方針で行う。その中で，コンピュータ化に伴って，より多くの情報をデータ

として蓄積する。

　（1①出版物としての表だった変化はあまりないが，それを出力するシステ

ムの方は，本の利用者がほとんど気のつかない内にすっかり入れ替えてしま

う。変わったことに気がっかれないほど，うまくいっているというような形

を考えた。

　（ID　コンピュータを押しつけるのではなく，コンピュータを導入すること

によって，可能性や自由度を拡大するという方向を目指した。

3。システム化の経過

作業ステップとして以下のような手順を設定して，作業を開始した。

　a．図書館および国語年鑑編集担当者からの情報の収集

　b．パソコンの導入

　c．イメージをつかむためのプロトタイプの作成と導入

　d．不当者からのフィードバッタ
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　e．データの項目の洗い出し

　f，作業ステップ／データ・フローの検討，作業用インターフェースの検

　　　討（情報の流れとものの流れの整理）

　9．システム分析／データベースの設説／試作

　h．計算機を導入してからの作業の流れの検討

　i．テストと改良の繰返し

　データ処理に関しては以下のような経過を経て，順次，データ処理の範囲

を全体に広げてきた。全体のシステム化は典拠ファイルを整備し，受賞一覧

工学会・関係諸団体一覧，採録雑誌発行所一覧，採録図書発行所一一・一eeなど比

較的簡単な構造のものから始め，雑誌論文データ入力，雑誌論文データ処理，

刊行図書デー一鞭入力，刊行図書データ処理の順で行った。なお，国語年鑑の

編集実務の撃払者は，田原圭子（1991年度まで），伊藤菊子（全期間），伊藤

雅光（1991年度より）であり，筆者は撫当者と連絡を取りながら，システム

の構築とデータ処理を行った。全体の打ち合わせには，江川清と㈱秀英出版

および㈱デンプロも加わった。なお，電算写植による印旗Uは㈱デンプロが行

なった。システムが著者索引の全てを出力できるようになるまでは，手作業

の索引の作成には秀英出版が協力した。

　以下に，国語年鑑のシステム化の過程を年度ごとに簡単に記しておく。

［1989年度3　電算写植化されているデータの取り扱い，および，機械可読

になっているデータの利用について検討した。電算写植化されたデータの処

理の一環として，国語年鑑の四王関係者名簿中の元号表記を電算写植となっ

ていたデータを処理して，西暦表記に変換した。

［1990年度］　典拠ファイルを整備するため（1）著者の読み仮名辞書，（2）継

続受入雑誌リスト（和雑誌，洋雑誌）（3）難語年鑑の採録図書雑誌発行所リス

トについて，パソコン上のデータベースによる利用を可能にするための作業

を行った。
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〔1991年度］　全体のシステムの部分ごとに順次システムに組込むことと

し，1991年度は（1）受賞一覧，（2）各学会・関係諸団体一覧，（3）採録雑誌発行

所一覧，（4）採録図書発行所～覧についてデータベース化とデータベースから

の出力処理を開始した。

［1992年度1　雑誌論文の全体を処理し，データベース化とデータベースか

らの出力処理を開始した。著者索引の雑誌論文の部分のデータ処理を開始し

た。

［1993年度］　刊行園書の一部を試験的に処理，データベースからの出力処

理を開始した。

［1994年度〕　刊行図書の全体を処理し，データベース化とデータベースか

らの出力処理を開始した。著者索引の全体の機械処理を開始した。この段階

で，年鑑の対象部分の全体を機械処理できるようになる。

［1995年度コ1994年度のシステムに一部変更を加えながら，基本的には同

じシステムによる処理を継続した。

4　データ入力のシステム化

4．1典拠ファイルの作成

　システム作成の第一段階として，データ入力の整合性の確保と入力の効率

化のために典拠ファイルを作成した。データ入力の際に該当する項目につい

ては典拠ファイルの情報を引いてデータを入力する。（図2，図3参照，これ

らの典拠ファイルは表引きとなっている。YOMI．TBLがよみ仮名辞書，　PB

LSBI〈一丁　．　TBLが発行所ファイル，　MAGA－PK．TBLが雑誌名ファイルで

ある。）

　図書館や国語年鑑編集用のファイルをもとに入力システムの典拠ファイル
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を作成し，さらに入力システムとして必要な情報の追加や修正を行い，典拠

ファイルを新規に作成した。典拠ファイルには，著者のよみがな，雑誌名，

発行所のファイルなどがある。以下のようなファイルに対する作業を行ない，

これをもとに典拠ファイルを作成した。

（1）著者名のよみがな辞書

　作業口触当時使用していたIBMフrt・一マットのファイルをMS－DOSに

移行し，データベースに乗せた上で，姓と名の区切りを入れるなどしてデー

タの形式を整え，項目を追加し，情報の追加修正を行った。このファイルは，

これ以降，継続的に国語年鑑の編集担当により内容についての追加訂正が行

われている。現在は約2S，ooe件のデータがある。

（2）継続受入雑誌ファイル

　図書館が整えていたファイルをもとに整備した。IBMフォーマットのファ

イルをMS－DOSへ移行し，図書館がローマ字でつけてあったよみをもとに

仮名のよみを追加し，雑誌名のよみを全部ふるなどの作業をした。

（3）採録雑誌発行所一覧のデータ

　国語年鑑の採録雑誌一・eeの電算写植データを変換，加工した上で，機械的

に処理できなかったデータの不揃いを人手で修正し，さらに項目の追加を

行った。89年版，90年版のそれぞれについて，データを作成し，編集者と発

行所とを別ける処理，発行所の所在地が複数登録されている場合の処置など

を行った。さらに，図書館で認定している雑誌の渾名と年鑑で採用している

雑誌の誌名とを突き合わせるため，図書館の継続受け入れ雑誌のファイル上

のレコード番号を採録雑誌発行所のデータに付与し，この番号で突き合わせ

を行い，図書館の誌名と年鑑の誌名とを比較して，国語年鑑で認定している

雑誌名と図書館で認定している雑誌名との比較ができるようにした（年鑑編

集担当者がチェック）。

（4）洋雑誌ファイル

　図書館で作成した洋雑誌所蔵ファイルをMS－DOSに変換し，利用可能な

形にした。
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4。2デーータベースの項囲

　入力システムの項目は国語年鑑上に盛られている情報，国語年鑑の編集の

過程で必要になってくる情報，文献データベーースとして記録しておきたい情

報等と，データベ・一一一・スから国語年鑑の電算写植用の出力を作成するときに必

要となってくる情報などからなっている。

　刊行図書のデータ項目を図2に，雑誌論文のデータ項目を図3に示す。そ

れぞれの図には，典拠ファイルとの関係も併せて示しておく。図中では表引

きとして示されている。YOMI．TBLがよみ仮名辞書，　PBLSBK－T．TBLが

発行所ファイル，MAGA－PK．TBLが雑誌名ファイルである。

　なお，入力には管理コニ学研究所のデータベースソフトである桐を利用した。

5．国語年鑑の文書の構造

　このシステムでは国語年鑑の印刷物としての本の品質を維持することを鼠

標のひとつとした。したがって，データベースの項冒がそのまま機械的にプ

リントされるようなシステムでは霞標を達成できない。以下の作業が必要と

なる。

　（1）国語年鑑の本としての印澗のレイアウトの上に置かれている情報を解

析し，レイアウトとデータ項目との対応の規則を取り出す。すなわち，文書

の論理的な構造と本のレイアウト上の情報との対応を解析する。

　（2）国藷年鑑では利用のしゃすさや，本としての体裁上の配慮，収録本数と

本の厚みとの関係などから，一連の続きものとして処理できるような内容の

ものをまとめて表示するやり方を取ってきていた。これもこの計画のシステ

ムとしてはサポートすることにした。したがって，このまとめ方や省略の仕

方についての解析をする。

　国語年鑑の体裁上はデータフィールドを細かく分けてはいないで，比較的

大きなくくりで凡例が示されている。また，この体裁上に示されたデータの

構造が年鑑のレイアウトの単位としても扱える。一方，編集用のデータベー

スは細かくデータのフK一ルドを定めている。この両者の間を繋ぐ必要があ
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る。

　また，この年鑑の体裁上のデータ構造の単位がレイアウトの制御の単位と

もなっていることから，編集用のデータベースの項目を年鑑の体裁上の項昌

にまとめ上げて対応させ，この体裁上の項目を単位として印刷時の文書のレ

イアウトの制御を行うことができる。

　国語年鑑の情報を解析し，（1）本の上での配列と文書の論理的構造との関

係，（2）データベースの項霞構造と文書上の論理的構造との対応を調べ，規

則化する。印刷のフォント，付き物，配置などのうち，構造的位置によって

決まるものは構造によって規定する。不規則に現れるもので構造的に規則化

することのできないものは個別に規定するという方式を取る。

　なお，我々の仕事の内容から考えて注目されるものとして，SGML（Stan－

dard　General三zed　Markup　Language）（3）がある（SGMLとTeXとの接続と

いうこともある）。この計画の初期の段階ではSGMLはまだ知られはじめた

ころであり，環境もこれからであった。また，印刷会社とのデータのやりと

りに関しても，格手方の対応の可能性に関する考慮も必要であった。したがっ

て，SGMLそのものを採用して，計爾を進めるということはしなかったが，

データの論理的な構造に関する情報と文書の構造的な情報を取り扱うという

点から我々のデータを後に活用する際の候補として注卜しておくに留めた。

　以下では，全体のシステムのうち，主に，このデータベースと本としての

国語年鑑の出版とを結びつけるためにとった方式の部分について述べること

にする。プログラムや作業全体のフW一については，簡単に触れるに留める。

又，文献の分類の処理などもここでは触れなかった。
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刊行図書データベース　項匿

（注〉

項留名のあとにTがついているものは，それが蟹轡についての嫡報であることを示す。

項隠名のあとにRがついているものは，それがその齢に収録されている論文についての情報であることを示す。

凡例

1．表引き＝他のデータベースファイルを参照してデータを引いてくる。

　　表弓iき（，”参照するデータベースファイル名”，，，［参照する項匿名〕｝

　　表弓【き｛［マッチングする値を持つ項冒］，”参照するデータベースファイル犠”

　　　　　，索引名，£マッチングを取る相手の項翻，［参照する項目名】｝

2．集含：集合に規定されている値の中から選ぶ。

　　繰合｛1：値1，2：値2，．．．．｝

3．ふりがな：ふりがなをふる項騒のかな入力時の髄を持ってくる

　　ふりがな，〔ふりがなをふる項営］

1＝行番号：

2：図次マーク：集合｛1：C｝

3：書名：

4：書名巻次：

5：終盤よみ：ふりがな，［書名］

6；轡名巻次よみ：数値

7：當幡名：

8：嘉蟷名巻次＝

9＝副轡名よみ：ふりがな，〔副書名］

le：副書名巻次よみ：，数値

11：叢書名：

12：叢護罫名巻～欠：

13：叢書名巻次よみ：数値

14：叢欝名よみ：ふりがな，［日日名］

15：副署書名：

16：副叢書名巻次：

17：醗叢書名よみ：ふりがな，［副叢書名］

18：酸叢書名巻次よみ：数値

19二外国語書名：

20二極圏：

21：原著者名：

図2－1　刊行図書データベース　項目
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22：著者名：

23：著者名よみ：表引き｛［著者名］，”n：￥AVTH3￥yOMI．TBL”，漢字［漢字」，［よみ］｝

24：よみ詑号：表引き｛［著蓄名1，”n：YAUTi13￥YOMI．T6じ，漢字，［漢字：］t［配号］｝

25：よみ新規登録：蓑引き｛，”yomi＿sin．　TBL”，，，［登録記号］｝

26＝よみ全蟹欝誌：

27：著者名よみ謁査＝表引き｛，”yomityou．　TBL”，，，［よみ調査］｝

28＝著醜名m一マ寧：

29：鞍ゴ莚盛名男ll表書己：

30＝著考名二言己：表弓1き｛，”tyotyu．　TBL”，，，［著番名注言己」｝

31：出版地（1）　：

3Z：出版壇（2）：

33：出版者＝

34；出版書よみ：”ふりがな㌦”［出版者〕【

35：発行所検索：文鰍｛＝く3｝

36：発行所：表引き｛［発行所検索】，”PBLSBK－T．　TBL”，発行所検索，［発行所検索］，［発行所名】｝

37：発行所コード：表引き｛［発行所1，”PBLSBK鳳TBL”，発行所名，［発行所名」，［発行所コード］｝

38：発行所よみ：表引き｛〔発行所コード］，”PBLSBK－T．　TBL”，発行所コード，［発行所コーF］，［よみ］｝

391発行所よみ詑弩：表弓iき｛〔癸行所コード】，　”PBLSBK一・T．　TBL”，髭行所コーード，【発行所コード〕，［詑号】｝

40：発行所よみ新規登録＝樂合｛1：N｝

41：発行所外国語名：

42：発売所検索：文字数｛；＜3｝

43：発売所：表引き｛［発売所検索］，”PBLSBK－T．　TBL”，発行所検索，［発行所検索｝，［発行所名｝｝

崔4＝発売所コード：表引き｛1発亮所］　，　”PBLSBK－T．　TBLt’，発行所名［発行所名〕，　［ff行所コード］｝

451発売所よみ：表引き｛［発売所コード］，”PBLSBK－T．　TBL”，発行所コード，［発行所コーF］，［よみ】｝

46：発売所よみ配号：表引き｛［発売所コード」，”PBLSBK－T．　TBL’，発行所コード，［発行所コード］，［認甥｝

47：発売所よみ新規登録：集合｛1：N｝

48：発行軍：

49：発行月：

5G：大きさ：

51＝享愛嬢：蝋型1きし”hangata．　TBL”．rr［判型」｝

52：前付けページ：

53：本文ページ：

54：後付けページ：

55＝定価：

56：類別T：表弓iき｛，’ruibetut．　TBL”，，，［類別丁］｝

57：形態T：表引き｛，”keitait．TBL”，，，［形態T］｝

．58：使購言語T：表引き｛，”RES＿撚G．　TBL”，，，［言語名略称］｝

s9解説：

50：目次題脂：

61：目次題目よみ：

図2－2　刊行図書データベース　項目（続）
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62：筆者名：

63：筆者名よみ：表引き｛［筆者名］，hN：￥AUTH3￥YOMLTBL”

64：筆者名よみ記号：表引き｛［筆者名］，”N：￥AllTff3￥YOP｛1．TBL”，漢宇，［漢寧］，［詑号］｝

65：籏者名よみ新規登録：表引き｛，”yomi＿sin．　TBL”，，，〔登録記号】｝

66二筆麿名u一マ宇表記：

57：筆者名別表詑：

58：筆者名よみ調壷；表引き｛，”yomityou．　TBガ，，，［よみ調査ユ｝

69：類別R：集合｛1：論文，2：索引，3：認事・資料，4：講座・解説，5：翻，6：随想，7：座談，8：その他｝

70：使閑韻語R：表引き｛，”RES＿LANG．　TBL”，，，［言語名略称P

71：分類コードR：

72：キーワードR：

73；和文要雷R：集合｛1：膏，2：無｝

74：外国謹…要旨R：表引き｛，HRES＿LANG．　TBL”，，，［雷語名略称］｝

75：驚R　：集合　｛1：採r2；否r　3：保留｝

V6：公類コードT：

77：キーワードT＝

78：図書館分類記号：

7g：ISBN：
80：国会図轡館分類認号：

81；NDC分類詣号：

82：全匿…】睾馨震志件名：

83：全国鎌。．　：

84：国会麟霧笛講求言己号：

85：備考：

86：採否丁：樂合｛1：採、2＝否，3：保留｝

8？二上辮版：表引き｛，”nenban．　TBL”，，，［琢］｝

88：懸文鰍メモ：

89＝帝劇源（調査済）：表引き｛，”zyobo1．TBL”，，，［儲報源（調査済）】｝

90；情報源（乗調査）＝表引き｛，”zyobo2．　TBガ，，，［楠報源（未調査）】｝

91：受入年月日：

92：採録年月日（文）：

93：入力日：表引き｛，”醐ESjR．　TBL”，，，［入力者名】｝

94：更萩メモ：表引き｛，　”NabtES＿AR．　TBL”，，，1入力番名3｝

95：槻：帰塁iき｛，”kakuni．TBL”，，，［石翻】｝

96：確認者：表引き｛，壇麗S＿AR．　TBL”，，，［入力響名ユ｝

97：観劇メモ：

98：鶴憲メモ：

99：内容メモ：

籔2－3　刊行図書データベース　項圏（続）
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雑誌論文データベース　項冒

凡例

1．表引き：他のデータベースファイルを参照してデータを引いてくる。

　　表引き〔，”蓼照するデータベースファイル名H，，，【参魚する項冒名1｝

　　表引き｛〔マッチングする値を持つ項iヨ］，”参照するデータベースファイル名”

　　　　　、索引名，［マッチングを取る根手の項冒］．［参照する項昌名工

2．集合：集合に規定されている値の中から選ぶ。

　　集合｛1：値1，2：値2．『＿｝

3．ふのがな：ふりがなをふる項冒のかな入力時の値を持ってくる

　　ふりがな，〔ふりがなをふる項騒］

1：行番号：

2：標題：

3：標題よみ：ふりがな，［標題］

4：嘉樋：

5＝タ峯鷹語蓑ミ理題：

6＝外国露養冨i纒＝

7：｛吏弄5言言冨：表慶1き｛，”RES＿LANG．　TBL”，，，［言言嘉名略称］｝

8：特集．連載名：

9＝中題：

10：欄名：

11：主題の内容聖心：

12：籏者名：

13二筆者名よみ：表引き｛［筆者名】，”f：￥AUTfl￥YOMI．TBL”，漢宇，［漢字】，［よみ］｝

14；よみ記弩：表引き｛［筆者名］，”f：￥AUTH￥YO醐．TBL”，漢寧，［漢字〕，［詑号」｝

15：よみ薪規登録：表引き｛，”yomi＿sin．　TBL”，，，［登録詔号ユ｝

16：箪餐名ローマ字：

17：簸者名よみ調査：衰引き｛，「yo嫉tyou．　TBL”，，，［よみ調査］｝

18：筆婆皇猷潤E震己：

19：誌名瀕：二騰ζ｛＝〈3｝

20：誌名：衰引き｛［一名検索］，”MAGA一・PK．TBL”，雑誌名検索，［雑誌名検索］，［雑誌名］｝

21：雑誌コード：表引き｛［en名】，　”MAGA一一PK．　TBL”，雑誌名，［雑誌名コ，［雑誌コード］｝

22：誌名よみ：表引き｛［雑誌コード1，”融GA一照．TBL”，雑誌コード，［雑誌コード］，［雑誌名かな］｝

23：外躍語誌名：表引き｛［雑誌コードユ，”MAGA－PK．　T3じ，雑誌コード，［雑誌コード〕，［欧文誌名］｝

24：巻：

25：号：

図3－1　雑誌論文データベース　項圏
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z6：通巻：

27：編者：表引き｛［雑誌コーF“］，”MAGA・・PK．　TBL”，雑誌コード，［雑誌コード］，［編者】｝

28：発行所コード：

29＝発行所：表弓iき｛［雑誌コードユ，競雄AGA－P塞．　TBL”，雑誌コード，〔雑誌二置一ドユ，［発行所｝｝

30：発行年：

31：発行月：

32：所在ページ

33：ページ数

34：類別：集禽｛1：論文，2＝索引，3：記事。資料，4：講座・解説，5：翻，6：随想，7＝座談，8：その他｝

35＝分野：

36：キーワード＝

37：和文要濤：集合ζ1＝有，2無｝

38：外縁到書署要看　：表弓1き｛，”RES＿LA難G．　TBL”，，，［語名略称」｝

39：分類コード：

40：備考：

41：内容メモ：

42＝掲載年版：表引き｛，”nettban．　TBL”，，，［年］｝

43：｝覇醐三尉補：

44：惰報源：表引き｛，”INFSRC．　TBL”，、，［情報源名］｝

45：垂友聡11：表弓1き｛，”yes＿no．　TBL”，，，［yes＿月Q】｝

46：採録隼月霞（文）：

4？：鰯：集合　｛1：採，2＝否，3：保留｝

48：大きさ：賢覧｛1：B6，2：A5，3：B5汝A4，5：規格外｝

49：総目次・索引：

5e：入力考：表引き｛，　”NAMES－AR．　TBL”t，，［入力者名］｝

51：入力N：計算，＃DATE

52：甦斥臼　：一十算＃DATE

53：確認：蓑弓1き｛，”kakuni．TBL”，，，［確認］｝

54：ee無名よみ2：計算，＃部分列（＃文字置換（［筆書名よみ〕，”1一”，…〉，1，1e）

55：使用言語2：整数翫算，勲対応番弩C英，独仏，薦，露，中一，［使用言語】）

56：分類コード2：整数計算，＃対応番号（”A，B，　C，　D，　E，　F，　G，T，　H，1，J，K，　L、厭，0，　P、　Q，　S”，＃部分列（［公類コード】，1，

1））

57：分類コード3：計算，＃部分列（紛類コード］，1，＃文字位置（〔分類コード］，”；”）一1）

58：発行月2：

図3－2　雑誌論文データベース　項目（続）
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5．1文書構造の解析による複数レ凝一ドのまとめ方の規則

　文献データベースとして，文献データの単位としてのレコードに持たせる

情報と，本としての国語年鑑のページ上に表現する場合に文献の単位に持た

せる情報との閥には，特異がある。手書き原稿による出版から文献データベー

スからの出力としての出版というプmセスへの移行を計画したときに，文献

データベースではデータベースとしての記録の単位を取るという考えを通し

単純な構造のデータベースとし，国語年鑑として印刷したときに集約した表

現を必要とするようなところでは，データベース上のデータを出力時の処理

でまとめて国語年鑑用のデータのためのレコーードとすることによって，両者

の間を接続することにした。（ee　5－3を参照）

　以下では処理の規則や構造の表示を，書き替え規則的な形式で示す。

　変換先のデータのフィールド男弓に，元のデーータベースのフィールドと変換

先のフィーールド内のデータとの対応関係を書き換え規則的な形武で示す。こ

の表記の仕方は岡一レコード上の場合のみでなく，複数のレコードを一一つの

レコードにまとめる処理の場合も使用している。

　【】で囲まれたものはデータベースの項目に対応する。【】の中で【項目（条

件）】のように記載されたところの丸ガッコは，その項屡の値が丸ガッコの条

件を満たす必要があるということを表す。項目名についたカッコ（）はそれ

がオプションナルであることを表す。項霞1／項目2　という形は　項目1

あるいは項目2のいずれか一方を選択することを表す。“”のダブルクォート

で括られた表現は，括られた衰現がそのままデータとして出力されることを

表す。

5．1．1干桁図書

　国語年鑑に掲載される刊行図書の記載事項のパターンを検討した結果，情

報を乗せる方式として，以下のようなパターンを用意することにした。なお，

すべての場合を尽くすようなパターンの探し方はせず，変則的，例外的事例

には個劉的な場合として記述できるよう後述の（2）のような枠を作っておき，
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その中で対応するようにした。これは全問的な翻約と効果との関係を考慮し

たためである。

（1）一括の仕方が規則的な処理に馴染むもの。

　（a）　Cマーク

　論文集のように，複数の筆者の論文が集まって構成されているようなもの

は，データとしては論文ごとに独立したレコードを持たせてあり，文献デー

タベースとして利用するときの便を考えたデータベースの構成にした。一方，

国語年鑑としての掲載の仕方は，図書の目次としてまとめて表示するように

一括する処理をして出力用データのレコードとする処理を行う。このような

ものはCマークと呼んで，このマーキングをデ・一一rmタベース上で示すことにし

た。この処理は目次の項目の中に各論文の情報を追い込んでいく処理をする

ものである。

　刊行図書の凡例の構造は次の通りである。

　　文献→　文献番号÷書名欄＋著編者名＋発行所

　　　　　　　　÷年月十判十ページ数十（定価）十（解説）÷（目次）

　同一文献に対して以下の規則で目次に筆者ごとのレコードの情報を追い込

んでいく。

　　目次→　目次項霞＋（［半角スペース3＋目次）

　　　・和文形式の論文の場合

　　　目次項目→　　【目次題目】＋“【　（】”＋【筆者名】÷“【）　】”

　　　・欧文論文の場合

　　　目次項目→　　【筆者名】＋“：”＋【目次題目】

　（b）一括

　複数の文献レコードをひとつにまとめる処理をする。処理内容の規則は以

下の通り。書名，叢書名，発行年が同一のものに関して，データベース上に

一括のマーキングがされていれば，以下の規則に従った処理を行い，1レコー

ドにまとめる。

　　文献→　書名牽書名巻次欄＋副書名欄＋副書名巻次欄
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　　　　　　　　＋叢書名＋叢書名巻次欄÷発行年率発行月欄＋定価欄

　　　書名→　【書名】

　　　書名巻次欄N　　【書名巻次】＋（“，”＋書名巻次欄）

　　　副書名欄一一・・　【副書名欄】＋（“，”＋副書名欄）

　　　謝書名巻次欄一一・　【翻書名巻次欄】＋（“，”＋副書名巻次欄）

　　　叢書名→　　【叢書名】

　　　叢書名巻次欄一一一・　【叢書名巻次】＋（“，”÷叢書名巻次欄）

　　　発行年→　　【発行年］

　　　発行月欄→　【発行月】÷（“，”＋発行中期）

　　　定価欄一一〉　【定価】＋（“，”＋定価欄）

（2）一括の仕方が規則的な処理に馴染まないもの。

　（a）上記の規則的な処理に持ち込むのが難しいパターンの場合，年鑑に出

したい形武にまとめた形でのレコードを用意し，これを親カードと称する。

データベース上には，これにまとめる前の個々のデータを子カードと称して

データベース用のデータとして同時に持たせるかたちにしてある。この場合

は出力の処理としては親カードのレコードだけを年鑑用には出力し，子カー

ドのデータはスキップする。

　（b）目次を持つもので，霞次をばらした単位のデータをCマークのデータ

として持っているが，上述の（1）の（a）の形に乗せることのできないものは

データベースとしてはCマークのレコードを生かすが，年鑑の出力としては

上の親カードと同じ考え方で親カードのレコードを作成し，そこに出力用に

整えたデータを入れておき，年鑑用データの出力用の処理ではCマークのレ

コードをスキップするという処理をする。

5．1．2雑誌論文

　雑誌論文の場含も，連載ものや，特集ものなど，編集上の判断によって一

括した表現で年鑑に掲載している。データベース上ではひとつひとつの論文

が独立したレコードになっている。したがって，データベースのデータから
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年鑑用のデータを出力する際にレコードをまとめる処理として行うようにし

てある。

　この年鑑の編集上一括するデータについては，編集のときにデータベー・・…ス

上でマーキングを行う。このマーキングは編集上の判断によって行われてお

り，機械的に行われるものではない。

　表示上のパターンから，一一括するデータのタイプとして，岡一筆者による

論文の場合と異なった筆者による場合とにタイプを分けた。さらに，同一筆

者の場合は標題と副題の表示のしかたから，さらに2つのタイプに下位分類

きれる。

（1＞タイプ1：同一筆者の場合

　（a）標題と副題をペアにする．

　　題名→　　（特集・連載）＋（欄名）＋（申題）÷標題＋（副題）

　上のデータの構造のものに対して，標題と副題をペアにして追い込む。

　　標題欄→　標題÷“　”＋副題＋（“，”＋標題欄）

　ただし，特集，欄名，中題などにも相異があるケースが予想されるので，

相異する部分を出力用のレコード中にため込んでおき，中間出力のファイル

を編集者が見て，内容を校正する過程がある。

　　特集→　特集1＋特集相異文字列欄

　　特集1→　　【特集（最初のレコ⊥ド）ユ

　　特集相異文字列欄→　特集桐異文字列i÷（“，”＋特集相異文字列欄）

　　特集相異文字列叢→

　　　　［lesめの【特集】の文字列］とこ最初の【特集】の文字列3を頭

　　　　から比較していった蒋に違った文字が現れて以降のll番めの【特

　　　　集】の文字列］の残りの部分。

　　令名→　欄名1牽欄名甲骨文字列欄

　　欄名1吟　【欄名（最初のレコード）】

　　欄名根異文字列欄→　欄名相異文字列1＋（“，”÷欄名相異文字列欄）

　　欄名桐異文字列i→
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　　　　［1番めの【欄名ユの文字列］と馴初の【無名】の文字列3を頭

　　　　から比較していった時に違った文字が現れて以降の［i番めの【欄

　　　　名聾の文字列］の残りの部分。

　　中題→　中題1牽中題栢異文字列欄

　　中題1→　　【中題（最初のレコード）】

　　中題相異文字列欄→　相異文字列聖（“，”＋単寧相異文字列欄）

　　中題相異文字列1→

　　　　［i番めの【中題】の文字列］と［最初の【申題】の文字列1を頭

　　　　から比較していった時に違った文字が現れて以降の［ltsめの【中

　　　　題】の文孚：列3の残りの部分。

　（b）標題をまとめ，副題はそのまま．

　　題名→　　（特集・連載）＋（欄名）＋（中題）＋標題＋（謝題）

　上のデi・一…タの構造のものに対して，複数の標題を標題欄に追い込む。

　　標題欄→　標題＋（“，”＋標題欄）

　ただし，上記と岡様に特集，欄名，中題などにも権異があるケースが予想

されるが，ここでは副題も同じになるため，さらに副題についても処理が追

加される。すなわち，

　　副題→　翻題1＋副題相異文字列欄

　　謝題1→　【副題（最初のレコード）】

　　副題楕異文字列欄一・相異文字列i÷（“，”＋副題相異文字列欄）

　　副題相異文字列1→

　　　　［i呑めの【副題】の文字列］と［最初の【副題】の文字列］を頭

　　　　から比較していった時に違った文字が現れて以降の［i番めの【翻

　　　　題）の文字列3の残りの部分。

（2）タイプ2：異なった筆者による場合

　　題名→　　（特集・連載）＋（欄名）÷（季題）＋標題＋（副題）

　上のデータの構造のものに対して，標題と副題と筆者をセットにして標題
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に追い込む。ただし，連続の最後のレコードについては筆者は筆者欄におい

ておく。これは一括しないレコードの処理に混ぜて処理するための措置であ

る。

　　標題欄→　　【標題】＋“　”÷【副題肇＋“（”÷【筆者）÷“）”

　　　　　　　　　＋（“，”＋標題欄）

6．　電算写植への接続

　電算写植への接続のために，国語年鑑の印刷を受け持っている印刷会社と

データの受け渡しのためのインターフェースの規定を定める必要がある。ど

こまでを研究所側でやり，どこまでを印欄会社でやるかということについて，

データ処理上の切り分けの境界を決めるための検討を行った。

　國語年鑑の文書の構造や組版プUグラムの解析を行いながら，印刷会社と

の調整を行い，データを出力する研究所労と組版出力する印刷会社の問の接

点を検討した。調整と実験の結果，つぎのような方針でシステムを作ること

にした。

　1、出力用に変換したデータの項目単位での岬町に関することは写植の組版

プログラムの調御に置き換えやすい部分なので出力の様式を規定するだけで

制御は基本的に組版プログラムに任せる。

　2．項目内の局所的な制御に関することは，データ中に入れ込んでおく。

　3、データベースから，国語年鑑の出版の形式にまとめるプロセスはこのシ

ステムが行う。（年鑑は本としての体裁や見やすさ，スペースの節約などのた

めのいくつかの掲載する際にまとめかたをしている。これをサポートするよ

うにした。）

7．データベースからの出力処理

Xl　出力処理の概要

　出力の処理の流れを大きく抵ると以下のようになる。

（1）刊行図醤：
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　本文編についての処理

　　1．データのソート（年鑑の配列順）

　　2．分類コードの処理

　　　　2．1複数分類の省略

　　　　2．2分類コードの統合

　　　　2．3分類コードを分類タイトル（文字による分類の表記）に変換

　　3．複数レコードの一括処理（論集，記念論文集等）

　　4．出力用にデータ構造の変換

　　5．分類見だしのレコードの挿入

　　6．ルールやコメント等を含むヘッダー（情報の記録用のもの）をデーータ

　　　習頭に挿入

追補編についての処理は基本的に本文編と岡じであるが，分類見だしのと

ころだけ，分類を簡略化する処理が追加される。

（2）雑誌論文

　　1。レコードのソート（年鑑の配列順）

　　2．分類コードの処理

　　　　2．1複数分類の省略

　　　　2．2分類コードの統合

　　　　2．3分類コードを分類タイトルに変換

　　3．複数レコードの一括処理（連載や特集等）

　　4．出力用にデータ構造の変換

　　5．同じ特集や連載などの表記が続く場合の表示の省略

　　6．分類見だしのレコードの挿入

　　7。ルールやコメント等を含むヘッダー（情報の記録用のもの）をデータ

　　　蟹頭に挿入

追補編についての処理は，上記の刊行図書と同様に，基本的に本文編と同

じであるが，分類見だしのところだけ，分類を簡略化する処理が追加される。

　もとデータ（Pd　5，図9），変換データ（図6，図10），電算写植データ（図
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7，図11），印字出力（図4，mo　8＞の例をそれぞれ図に示しておく。

　ただし，図9－1，2のデータは，5．L2節の処理から出力した後のデータ

であり，セコードのまとめのすんだ状態のところを示す。図9－3にまとめ

る前のレコードのサンプルとして図8－1の文献番号7のもとデータを示

す。

7．1．1出力のためのデータ構造の変換規劉

　出力のための書誌レコードのまとめ方の規則である。データベースからの

出力のテキストデータ上に区切り符号を持ったデータは以下の規則により，

電算写植による出力処理へ渡すデータに変換する。

　変換先のデータのフK一ルドの構造は次の通り。なお，文献番号の前に和

文，欧文の識別子が入れてあり，和文の場合は　｛rec｝，欧文の場合は｛e＿

rec｝で始まる。

　なお，出力蒔の処理として，同じシリーズ名や特集名などのもとに複数の

論文が並ぶときには，省略した記載の仕方に最終的なtLiカデータとする処理

が入っているが，これは，この構造変換の規則とは溺の規則になっている。

ここでは触れていないが，この処理を受けたものが，出力されていく。
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国語（学）

轡名　（著編目〉発行所　発行年月　判　ページ数　定儀

◇国語（学）一般

1　＊日本型モデルとは何か　国際化蒔代におけるメリットとデメリット〈国際日本文化

　　　研究噺　共同研究　「日本型モデルのメリットとデメリット」〉（国際田本文化研

　　　究所浜口恵俊代表研究班編）　　　　　　　薪曜社　1993－4A5449p　5665円

　　　第3部　鹿本型モデルとグローバリゼーーション　第1童　日本語の表現構造とその世界化の可能性

　　　　と限界（柳父章）p．333－347［抜闘

2　串おもしろ霞本語ウンチク事典楽しみながら日黍語に強くなるi〈にちぶん文庫〉

　　　（村石利夫）　　　　　　　　　　　　露本文芸社　1993－8A6249p　480円

3
4
56
7

8

9
0

　
エ

エ
2

エ
ー

13

14

5
6
7

ー
エ
ー

18

＊ことばの常識・葬常識（金井靖雄）　　書籍出版社　1993－7B6238p　1200円

＊言葉の達人たち（阿久悠編）　　　　　　扶桑社　1993－10　B6247p　1400円
＊『 ﾅ新；日本語読本〈新潮文庫〉　（新潮編集部編）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薪潮祉　1993－9A6　327p　440円

離事件ですよ！校閲ウンチク＄〈ミューブックス〉（毎日新聞ことばんく編）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日新聞祇　　1993－7　B6　237p　800円

麟宇辞怪説（多叶・基地）

　　　　　　　　　　　　H本図書刊行会（近代文芸敏）1993－4B6172p　1500N

R本藷言うたろカード　大学1年生が観察した日本語の世界（小矢野哲夫編刊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1993－10　B5　98p

日本人の知らない日本諮（窩田隆行）　　　　市＃祉　1993－8B6206p　1300円

＄露髄文化のキーワーード　7つのやまと言葉でその宝庫を開く＜Non・　boole愛蔵版〉

　（栗膨勇）　　　　　　　　　　　　　　　総懸社　1993－7B6187p　1000N

ことばの教室（萩野貞樹）　　　　　　近代文芸社　1993－3B6222，9p　1400円

致事前宵　圏語・国文・雑感・漫吟（塚原鉄雄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春光園　1993－10A5　147p　3000円

ニホン語霞記（井上ひさし）　　　　　　文芸春秋　1993－6　B40　288p　1100円
　［「週刊文春＃に連載（1989，4。20臼号～1990．9，27臼号および1992．1．16日号～7．9臼弩〉したもの］

日本語は京の秋空（金田一春彦）

　　　　　　　　　　　　　　　　スタジオ・シップ1993－12B40141p　loeo円

＊日本語八ツ譲り再認文庫〉　（江国滋）　　新潮社　1993－1A6230p　360円

＊わたしのB本語（加太こうじ）　　　　立風書房　1993－11B6240p　1600円

日本語の美（キーン，ドナルド）　　　　中央公論祉　1993－10　B6224p　130G円
　［「新潮」「中央公論」「朝日新欄3等に日本語で轡いたエッセイをまとめたもの。］

串本語解釈活用事典（渡辺寵美雄；村石昭三；加部俊助編薯）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょうせい　1993－7　A5　21，640，工1p　3200円

　1．語句・語彙　2。語の構成　3．古語・和語　4．漢字・漢語　5．仮名　6．ローマ字　7．外来語　8．

　偲字・用語　9．地名・人名　10．法令公穰文　11．話し合い　12．書粟遣い　13．敬語　i4．音声・音

図4－1　刊行図書一覧　印！字出カイメージ
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19

20

　韻　15．方言と便書　16．文の種類　17．修辞法　18。文・文章の構成　19．文法　20．文論・文体

　21．マスコミと欝血　22．符号・記号　23．臼本語の特質

＊fi本語チェック2000辞典（樺島忠失ほか編）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都書房　1993－3A5397p　1000円

露本語要説〈醤語学テキスト叢書1＞　（工藤浩；小林賢次；真田信治；鈴木泰；圏

　中穂積；土妓哲：出雲義雄；畠弘巳；林史典；村木新次郎；山梨正明）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひつじ書房　1993－5　A5　2，313p　1854円

　　三．環代語の文法・文法論　2，古代語の文法・文法史　3．現代語の語彙・語彙論　4．古代語の語彙・

　語彙史　5．現代語の音声・音韻論　6．齋代語の音韻・音韻吏　7．社会醤語学・方書学　8．文章・

　談話　9．認知書語学　10．囁語情報処理　11．日本語学史

◇国語学1；E

2i露幽囚語思想史く笠聞叢書260＞　（猿濁知之）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠間欝院　1993－11　A5　5，447，16p　9270円

　　　　第1部　ぐ国語学史」史の試み　1．第1期（明治。大正期〉のヂ園語学史」　2．第2期（昭称前期）の「團

　　　　語学史」　3．第3期（昭和後期〉の「国語学史」　附　山田孝雄の思想　第2部　背面としての中隔・

　　　　朝鮮の言語愚想　第3部　臼本割語思想史　第1篇　古代言語思想　第1章　飛鳥期の錦鯉思想

◇論　文　集

22鶴見大学文学部論集　創立三十周年記愈（鶴見大学文学部編）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴見大学　1993－3A57，337，206p

　　　　大斎院名義考証（萬田信敬）　「おもろさうしjの形容詞について　日本古語との歩ヒ較を通じ

　　　　て（間口馬賊）　「正徹本徒然草Jの固有名詞　その認定と分類（小野正弘）　「コロンブ

　　　　スの卵」の話は、どう受けいれてきたか（古田東朔），ほか

23　多々良鎮男先生傘寿記念論文集（多々良鑛男先生傘寿記念論文集刊行会編刊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1993－3　A5　349p　4000円

　　　　序文　　〈国語学関係〉修飾関係，格騰係，係り関係（小池清治）　　「連体句・こと・を」の表

　　　　網構造（小林正治〉　「太平記」の係り結び　その係り結び率（松村晴義）　「縫燃草」の

　　　　謙譲語について　受け手尊敬とならない屠例を中心として（岡岬孝雄）　連用修飾語を承ける

　　　　く体書プラス「だ」〉の文の構造（河原修一）　注釈の接続詞に関する一考察　「可展性」をめ

　　　　ぐって（赤羽根義葉）　「全然」の語誌的研究2（若田部明）　〈方欝学関係〉栃木目方言分

　　　　派地質論（大橋勝男）　敵人の志向牲と書語使用　敬語について（羅野慎吾）　県北の対話

　　　　にみられる文体の特徴　敬意はどう衰れているか，など（森芳樹）　栃木県芳賀郡茂木町の生

　　　　活語彙　縮作語彙・たばこ耕作語彙・塵号語彙を中心に（五味灘光弘）　一型アクセントに醐

　　　　する研究　若年願における共通語化について（守麗百合子）　無ア岩城における海校生の東京

　　　　式ア化現象　東北・北關東方饗を対象に（森下欝一）　〈国語教育関係〉多々良さんの事，ほか

　　　　遺悼文24件。　多々良鎮男先生略年譜・著露及び学術論文習録

24　国語研究（松村明先生喜寿記念会計）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治露：院　1993－10　A5　16，972p　20000B

　　　　松村明先生略年譜　松村明先生研究業績囲録　人名の文法（白藤礼攣）　古璽㍊「天照大御

　　　　神」訓義考（山［コ佳紀〉　みのむしの「ちぢ」　古代親族名称一斑（武井睦雄）　音調交締

　　　　について（沖森卓也）　ある運音忌避（山名直隠）　中古における盤語形式の欝態副詞の機

図4－2　刊行函書一覧印字lllカイメージ（続）
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3昌El本型モデルとは何か｝1にほんがたもでる　とは　なにかU国際化時代におけるメ

リットとデメリット1にくさいか移だいにおけるめりっととでめりっと目躍際B本文化
研究所　共筒研究　「醸本型モデルのメリットとデメリット封目こくさいにほんぶん
かけんきゅうじょ　きょうどうけんきゅう　にほんがたもでるのめりっととでめりっと
R目1［目｝国際日本文化研究所浜弓恵俊代表研究班／編1こくさいにほんぶんかけんきゅう

じょはまぐちえしゅんけんきゅうはん14☆14☆ll確定II｝はまぐち，えしゆん〈’90研
総〉から目1目しんよ噺数社16801しんようしゃ1］1［［1］U【19931　4｝｝A5］1449目5665］1

抜鰯巨lEii目lil目lll担A11巨目ll【目C：あり／’94出p．424から（発行月，判型．頁数，

定価）i採i1994本文］1＊その他［抜目31］11994．05．10］1994．08．05：平岩　純一i1994．09．

G7：小関　小百合巨伊藤　菊子1文献力・一・一ドあり1窃贈i

4iC漁網型モデルとは何か【1にほんがたもでる　とは　なにか目羅際化時代における
メリットとデメリット目こくさいかじだいにおけるめりっととでめりっと1【国際臼本文
化研究所　共局研究　「円本型モデルのメリットとデメリット」111こくさいにほんぶ
んかけんきゅうじょ　きょうどうけんきgeう　ICほんがたもでるのめりっととでめりっ
と日1目田国際El本文化研究所浜口恵俊代表研究班／編1こくさいにほんぶんかけんきWh
うじょはまぐちえしゅんけんきゅうはん14☆［4☆II確定i目はまぐち，えしゅんぐ9θ
研総〉からll［llしんよ噺曜社16801しんようしゃll［iHllE1199314［［A51［4491［56S§
ll抜綱目1第3部　田本鯉モデルとグur・一バリゼーション　第1章　田本語の表現構造と
その世界化の篤能性と限界p．333－347［抜flril］　1だい3ぶ　にほんがたもでるとぐろおば

りぜえしょん　だい1しょう　にほんこのひょうげんこうぞうとそのぜかいかのかのう
せいとげんかい1柳父章iやなぶ，あきら1＃］1［1【目AI／F3／J3311［目AIIIH］1］II］p．　33

3－34？1採11994本文］1＊その他［抜瑚3］lli994．05．1011994．08．05：平岩　純一］1994．10．

26：小事　小百合目伊藤　菊子1文献カードあり1寄贈1

6口おもしろ臼本語ウンチク事9RIIおもしろ　にほんこ　うんちく　じてん目楽しみな
がら日本語に強くなる！目たのしみながらにほんごにつよくなる］1にちぶん文庵頃に
ちぶんぶんこ目lIH月村石　利夫／著1むらいし，としお］＃目！1目1東京目lReほんr日
本文芸＊±”［113i］にほんぶんげいしゃ1［H目1］lII1993［81151A61［2491148011［［［lllIli【

1【目lBlIAIll目4－537一一〇6115－4｝①≡（F19｝8iO．49is1．E≡…本書歪ilJP93－61580／441KFI9－E621；

採11994本文IIi＊金目書誌］1［1994．03．04：中茜　裕樹／1994．04．e4修蕉：平岩　純一一目1

伊藤　菊子1文献カードあり］1
711ことばの常識・葬常識llことば　の　じょうしき　ひじょうしきill目］］［ll目1目巨

金＃　靖雄／著1かない，やすおi4△14△1か月い，やすお［要調査llll東Ptlll［しんせ
1新星出版社16651しんせいしゃつばんしゃi目lll目li1993171191B611238i1120θlllIH
l］Il］lIMI］lIIAIIII］4－405－00564－8］①KF19181e．41s1．貸本語IJP93－52630／381KF19－E

6111採11994本文目1＊全鑓書誌ll11994．03．10：平織　純一1］睡藤　菊子1文献カードあ
りII

8目言葉の達人たちUことば　の　たつじんたちli胴］］IIHIH出阿久　悠／編1あく，

ゆう縁△縁△1あく，ゆう腰調査眼陳自閉1ふそう1日目掃溜2581ふそうしゃ1目II
l目III9931101201B6】12471114ee］llIIIBlH［H］llIIlIAM目14－594－01254－XI①KF21i8
1e．　41sl．日本語IJP94－22450／161KF21－E84］著i9の肖像あり！採l1994本文目1＊全国書誌l

lIig94．04．28：平岩　純一目1偶藤　菊子1文献カードあり月

9口鍛薪日本語読rs　Hさいしん　にほんご　どくほんII［目噺潮文庫1目しんちょうぶん
こ1目1目1噺潮編集部／編1しんちょうへんしゅうぶ14☆14☆1しんちょうへんしゅう
ぶ1確定lll【東京］IIIしんち1新設社IS701しんちょうしゃ］］lIl］］｝［11993［91151A61【32

7］14401111H］IH］1［H］ll［HAM［4－10－ne841－71①XF1411810．41sl．　B本言矧JP94覗
219／1］KF141一鼠121］1採H9941is文1［｝＊全国書誌1員1994．03．07；平岩　純一【目弓田　菊

子］文献カードあり］］

le］1享件ですよ！校閲ウンチク話llじけん　ですよ　こうえつ　うんちくばなし1［目］【

ミ＝一ブックスlIIみmpうぶっくすllllllIIPt日新聞ことばんく／編iまいにちしんぶん
ことばんく擁☆恒☆1まいにちしんぶんことばんくi確定｛目陳京鴇1まいに晦B懸

図5－1　刊行図書一覧　もとデータ
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闘社］13361まいにちしんぶんしゃ］］1［｝H目］119931711SIB6112371【8001［［HIIHllllH

ll閉IAI1］1［4－620－72074－71①KFIg1810．姻s1，　B本語IJP93－52631／381KF19－E601［採11

994本文］ll＊全国書誌摺ユ994．03．10：平岩　純一一／1994．94．04鯵正／ユ994．05．24修正：佐

久問　票119S4．09．O？：小関　4・百合1願藤　菊子1文献カードあり1［

11日目辞怪説捕¢じ　かいせつlllilliBllllll［1多畦　・墓地／著1たかの，てんきち1

4△i4△lteかの，てんきち屡調査嗣出京1削にほん旧本図書剰行fCll119Hcほん
としょかんこうかいllllきんだド近代文芸社”］357旨きんだいぶんげいしゃ目］19931412
01B6111721115001］llUiNIIII］III［IIIAIHII4一？733－1846一・51①KF191810．4［s1．B本語

EJpe3－423？4／31iKFlg－E5911採11gg4　zS文iH＊全蟹書誌N　11994．Ol．le：佐久間　泉lll揮

藤　菊子1期目カードありi1
1211B本語書うたろカード目にほんご　ゆうたう　かあど］1日目1隼生が観察した日本
語の世界目だいがく1ねんせいがかんさっしたにほんこのせかい1目lll【1目11i小矢野
　哲夫／編刊にやの，てっお1＃IIIH］1箕trI［目こやの1【争闘矢野哲夫貸llこやの
てつおUN昌崩1膿993｝1崩2引B51緯8購1崩1｝｝日1月1無用植11月未整理替①鯉19｝
SIO．491s1．　B本語iJP94－15240／11［KF19－E5611採1199重本文H研究所四書館1全国書誌l11

994．07．271ig94．03．24：平岩　純一／1994．O？．28修itl［1俘藤　菊子1文献カードありl1

13｝嗣本日の知らない期日語μにほんし’ん　の　しらない　にほんごlliBll目liEiil（
1富瞭　隆行／著1とみた，たかゆき［＃lll田“C”著巻紹介　よみつき1東京1｝IIしせ
い1市弁社［1しせいしゃllNIilI［H］1993［8【201B6112e61113eOll［1目］｝lIHl【目］lUl
All［1未整理14－882e8－025－7　Cle81］①KFZi］81⑪．41sl．　N本語IJP94－38471／271KF21－E861

｝採11994本文lI研究所図轡館1全國書誌l11994．O？．2611994．07．28：平岩　純一／1994．08．

1圭修正ll【撰藤　菊子1文献カードありU

i41［合本文化のキーワードllにほん　ぶんか　の　きいわあどIPつのやまと言葉でそ
の宝薙を開くl17っのやまとことばでそのほうこをひらくllNon・book愛解版lI［No
n　b◎Ok　あいぞうばんnlH”1栗田　勇／著iくりた，いさe’ftWiRllll東京摺｝
しょう1祥伝社i5361しょうでんしゃ｝目Il］1］l11993171181B61［1871110001111111［［目I

lllillHIAIIIII4－396－5eo36－Xl①KF211810．41”sL日本語s2．N本一文化”lJP93－5714
2／4tlKF21－E79（（tw（1994本文目｛＊全翻書誌崩1994．02．241平著　純一／1994．03．14修正

巨994．10．191小器　小百合ll伊藤　菊子1日目カードあり1［

15［Xとばの教i蓋目ことば　の　きょうしつ1［B目1田閉1｝目萩野　貞樹／著1はぎの，
さだき博1目｝1階餐紹介　よみつき1東京1崩さんだド近代文芸社コ357tきんだいぶん
げいしゃII］IH］1目199313］IB61］222｝911400］1［｝［Hl］M目II［Hl］A11／L3／L4114N：04

f11314－7733－1887－2　COOgSl（DKF141181e．4is1．　E体謝JP93－34798／26｝KFユ41－Eユ10目採1

1994本文lt研究断証書館1全国書誌目1993．10．O？11994．θ3．14：平岩　純一11994．eg．07＝

小関　小裁合目麗麗　菊子1文献カードあり目
ユδ昌致事前rw　／／ちじぜんしょう掃国語・国文・雑感・漫吟月こくこ　こくぶん　ざっか

ん　まんぎん1［目1［［i］llll塚原　鉄雄／著iつかはら，てっお博崩目］著者紹介　よみ

つきlMIしゅん1春光園IIしゅんこうえんlINlII［M］19931101｝Asl114？l13000111目［
liElll【illl目lIA14114N：04Ts531Ellllll採【1994本文ll研究齎副書館目l1994，0？．04【

1994．07．13；平岩　純一1］uy藤　菊子1文献カードありH
1711ニホン語Ei記目にほんご　にっきlll目lllllll目lll目上　ひさし／著iいのうえ，

ひさし［＃IIHlI“C”よみつきM［1ぶんげド文芸春秋”112841ぶんげいしゅんじゅう【
1［Iil【il｝19931　611B401］288目11001111　「週干lj文春」　1こ連載（1989．4．20ε国号～1990．9．2

7臼号および1992．L16日号～7．9臼号）したもの誓｝購月｝｝｝用lllA14”4N：0415714－1
6－34？630－XIII］1目採11994Pt文ll研究所図轡館ll11994．G？．e511994．　07．06：平岩　純一1

1994．　09．　D6：小関　小胃合財毒口　菊子1文献カードあり目

18｝厨ホ語は京の秋田1にほんご　は　きょう　の　あきそらllElllll【Eill【（llit田

一　春彦／著1きんだいち，はるひこ1＃illHI“C”よみつき　三番紹介ll則すたじ1
スタジオ・シップllすたじおしっぷIIN｝1【1【目11993［1211B4el1141［11000　Hll｝目ll目
ll【［ill【【iA1411未eq理14－88315－267－7　COO9511111目採11994本文1］研究所図書館li［19

図5－2　刊行図書一覧　もとデータ（続）
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もとデータのレコード

レコード（刊行図書A）

しノコード（干lj行図書B）

レコード（刊行図書8所収論文肇）

レコード（刊行図轡8所収論文2＞

レコード（刊行図書B所収論文n）

レコードs（刊行図書X葉）

レコード（刊行図書x、）

レコード（刊行図書Xn）

年鑑用データ処理ためのレコード

レコード（刊行図醤A＞

レ’コード　（干ll行図窪B）

①そのまま中間データの
レコードにする。

②その本に収録されている論文のレコー

ドが刊行図書本体のレコードに続いて入
力してある。これを自次としてまとめる
処理をしてひとつのレコードにする。

レコード（刊行図waXi，z．，n）

③シリーズものなどを

一つのレコードにまと
める。

　　　　図5－3　刊行図書一覧　もとデータ（続）

年鑑用データのためのレコーードのまとめの処理（刊行図露）
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｛bunrui．．1）国語・国語学

｛bunrui＿2｝国言吾　（日本語）　一般

｛rec｝月＊日本型モデルとは侮か　國際化時代におけるメリットとデメE］ット〈国際日

本文化研究所　共同研究　「田本鯉モデルのメリットとデメリット」〉国際日本文化
硬究所浜口恵俊代表研究斑編i新曜筏11993－41A51449p【5665円Il第3部　日本型モデルと

グローバりゼーション　第1章　B本語の表現溝造とその撹界化の司能性と限界p．333－3
4？［抜刷］　【o柳父章【〉】

｛rec｝21＊おもしろB本語ウンチク事典　楽しみながらB本語に強くなる！〈にちぶん

文癒＞1村石利夫lB本文芸社lig93－81A61249pk80円ll
｛rec｝31＊ことばの常識・葬常識1金町靖雄1新星出版4±］1993－71B61238pi120e円1｝

｛rec｝4｝＊言葉の達人たち1阿久一編1扶桑社11993－101361247p【1400円U

｛ree｝　5］＊最新日本語読本く薪潮文庫〉噺潮編集部編1新潮社11993－91A6｝327p瞬0円ll

｛rec｝61＊字件ですよ！校閲ウンチク話〈ミューブックス〉晦B覇聞ことばんく編晦
1ヨ新月餐ヒ11993－71Bs123？p【800Fqll

｛recl　71＊字：辞怪説【多鮭・墓地旧本図旧刊画会（近代文芸社）l1993－4［B61172p］1§00
円］1

｛rec｝81Ei本語言うたろカード　大学1年生が観察した日本語の世界｝小矢野哲夫編刊li1
993－101B5198p］［1

｛ree｝g旧本人の知らない日本語1二野隆行1市井社11993－81B6］206p］1300円H

｛rec｝101＊日本文化の亭一ワード　7っのやまと言葉でその宝庫を開く＜Non・book愛
蔵版＞1粟興勇1祥伝社11993“IB6［18？p11000Fil］1

｛rec｝11iことばの教室｝萩野貞樹1近代文芸樹1993－31861222，9p11400F朝1

｛rec｝　12］致事前宵　蕾語・国文・雑感・漫吟1塚原鉄雄1春光園］1993－101A5［147p13000

円目

｛rec｝131ニホン語日記1舛上ひさし｛文芸春ik　l　l993－61B401288p［1100円1［ヂ週刊文看i」

に連載（1989．4．20票田～1990．9．27臼号およびig92．1．16B号～？．9鍵号〉したもの］【

（rec｝141日本語は京の秋空1金口一春彦iスタジオ・シップl1393－121B401141pliOOOWUIl
（rec｝151＊臼本語ノXツ≧認り　〈薪潮文庫＞　i江国～鼓1新潮祖；1993－11A6i230p136ePtlI

｛rec｝161＊わたしのB本語1加太こうじi立嵐書薦11993－111B61240p11600円ll

｛rec｝171日本語の美1キーン，ドナルド1中央公論社［1993一・1elB6【224p［i30⑪円｝［「X潮j

f中央公論」薪朝野新聞」等に日本語で書いたエッセイをまとめたもの。］i
｛bunrlli＿2｝国語学

｛rec｝181日本語解釈活用事典1渡辺富美雄；村石昭三；舶部佐助編著1ぎょうせいi1993－

7｝A5121．640，11p13200円llL語句・語繋　2．語の構成　3．古語・和語　4．漢字・漢語

5．仮名　6．v一マ字　7．外来語　8．用字・用語　9．地名・入名　1⑪．法令公用文　ll．話

し窪い　12。言葉遣い　13．敬語　14，音声・音韻　王5．方書と回附　16．文の種類　17．修

辞法　18．文・文章の溝成　19．文法　20．文論・文体　21．マスコミと言葉　22．符号・

詑号　23．B本語の特質
｛rec｝191＊臼本語チェック2000辞典｝樺畠忠夫ほか編｝京都書房11993－31A5139？p11GOO円
［
1

｛rec｝20旧本語要説〈欝語学テキスト叢書1＞1工藤浩；小林賢次；真田信治；鈴木泰
；配申穂積；土岐哲；仁田義雄；畠弘巳；林史典；村本新次郎；山梨正明1ひつじ書蕩1
1993－5［A512，313p］1854pa］ll．現代語の文法・文法論　2．古代語の文法・文法史　3。現

代語の語彙・語目論　4．古代語の語鍵・語魏史　5．現代語の音声・音韻論　6．古代語の

音韻・音韻史　7．社会雷語学・方言学　8．文章・談話　9．認知言語学　le．言語情報処

理1LEi本語学史
｛bunrui＿2｝国語学吏

｛rec｝211El本言言嵜思想史　〈笠間叢書26θ＞　1猿田知之1笠間轡院11993－111A515，447，16p｝9

270円目第1部　「国語学史」史の試み　1．　agi期（明治・大西期〉の「国語学史」　2．第2
期（昭和葡期〉の「国語学史」　3．第3期（昭和後期〉のr函語学史」　附　山田孝雄の思

翻6－1　刊行図書一覧　出力データ

一　156　一



想　第2部　背景としての中国・朝鮮の言語野想　第3部　日本書語思想史　第1篇　古

代同語思想　第1章　飛鳥山の言語思想
｛bunr疑i＿2｝言壽む文集

｛rec｝221鶴見大学文学部論集　創立三十周隼記念；鶴見大学文学部編；鶴見大学11993－31

Asi7，337，206plEi大斎院名義考説【（1高闘信敬【）】　ヂおもろさうし」の形容詞に
ついて　ヨ本古語との比較を通じて【（】問宮厚司【）】　「正徹本徒然草」の固有名

詞　その認定と分類【（】小野蕉弘【）】　「コロンブスの卵」の話は、どう受けいれ
てきたか【（】古露東朔【）】

｛rec｝231多々良鎮男先生傘寿詑念論文集1多々良鎮男先生傘寿説念論文集刊行会編刊l11

993－31A5［349p14000円IIrv文　　　〈国語学関係〉修飾全点，格関係，係り関係【（】小

池清治【）】　ヂ連体句・こと・を」の表現構造【（】小林正治【）】　ヂ太平記」の
係り結び　その係り結び率【（］松村晴義【）】　ヂ徒然草」の謙譲語について　受け

手尊敬とならない溺傍を中心として【（】瞬鏑孝雄【）】　連覇修飾語を承ける〈体言
プラス「だ」〉の文の構造【（】河原修一【〉】　注釈の接続詞に関する一考察　ヂ可
展性」をめぐって【（】赤羽根義章【）】　「全然」の語誌的中究2【（】若圏部Hfi【〉

】　〈方言学関係〉栃木票方雷分派地質論【（】大橋勝男【）】　欄人の憲向性と論語

使用　敬藷について【（】學野慎吾【）】　県北の対話にみられる文体の特徴　敬意は

どう表れているか，など【（1森芳樹【）】　栃木票芳賀郡茂木町の生活受難　稲作語

彙・たばこ耕作語彙・屋号語彙を中心に【〇五味淵光弘【）】　一型アクセントに関
する研究　若年魑における共通語化leついて【（】守屋百合子【）】　無ア地域におけ
る高校生の東京式ア化現象　東北・北蘭質方言を対象に【（】森下毒一【）］　　〈鴬語

教育関係〉多々良さんの事，ほか追悼文24件。　多々良鎮男先生略銀譜・著書及び学術
論文直撃
｛rec｝241三二研究1松村明先生露寿記念会編野冊書院11993－101A5；16，972P］2θθOO円目

松村明先生野年譜　松村明先生研究業績堅守　人名の文法【（】窃藤礼幸【）】　密事
記「天照大御神」訓義考【（】山開佳紀【）】　みのむしのヂちぢ」　二代親族名称～
斑【（】武井睦雄【）】　畜訓交用について【（】沖森卓挽【）】　ある連音思避【
（】歴名立誠【）｝　中古における畳語形式の惰態副詞の機能と意味【（】鈴木泰【）】

　「御」の一稽例【（】小島聡子【）｝　ヂ山陽群点」再考　「テニハル点」を中心に
【（】築晶裕【＞1　十　；世eeの仏書訓点資料の特質　従来の研究の閣題点と今後の課

題【（】月本雅幸【）】　誰点資料の「自敬表現」について　「敬語コード」・「敬語

メッセージ」による敬語史的解釈【G西曝直敏【）】　倭名類聚抄二十巻本諸本再考
【（】宮沢俊雅1）】　仏典仮名書き本に於ける、元漢文の再読字に対応する藷法につ

いて　主に「往生要集」の場合【（】古膨恵美子【）】　悉嚢要田記饗文の血目をめぐ

って【（】肥爪周二【）】　状態化形式の携移補記【（】金水敏【）｝　「涙をはらは

らとながいて」　『平家物語』の表現特性【（】橘豊【）】　近世における漢文訓読法
の復古【（】斎藤文俊【）】　本居宣長書入本寛永版匡古事記』に就いて　別天神ド国

学」の項【（】岡本二水【）】　「告今田鄙雷」における助詞・助動詞の俗語訳　「告
今集遠鏡」「あゆひ抄」と比較して【（】池上秋彦【）】　「古言液濁考」成立孜【

（1石塚晴通【）】　候文における「候」字の機能【G矢田勉【）】　明治時代語探
究の～っの試み【（】松井栄一【）】　新漢語の受け入れについて　「全然」を例とし
て【（】鈴木英夫【）｝　　「入民」　f濁民」　「臣昆」の消長【（】京極興一【）】　H

本土塁繋の近代化　外来語受け入れの方法について【（】シュテファン，カイザー【）】

　晦治東京語における連母音アイの音設　江戸語との比較【（】小松寿雄【）｝　「ヅ
ーフハルマ」の方言【（】坂梨隆三【）】　写本・古活字本・整版本の表戸　ヂ恨の介」

を資料として【（】久保N篤【）】　「雨月物語」の日本漢語【（】柏谷慕弘【）］

f東海道四谷怪談3に見られる打消の勧動詞　「ぬ」系のものだけを使っている人たち
【（】宙磁東朔【）】　現代日本語の表記の諸問題【（】松原純一【）】　現行の仮名
字体をめぐって【（】宇野義方【）】　補助動詞「やる」について【（】藤＃正【）】
　黛数詞ムNカ（6EDについて　「言海」に紛れこんだ東北方雷【（】安騰尚道【）肇

図6－2　刊行図書一覧　出力データ（続）
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函⑳〔詣團図国語（学）図翻

國麺ユ翻図春機（学）一般函囲

圏額2図1毬圏翻鴎濁＊〔Σ〕B本型モデルとは何か　国際化時代におけるメリッFとデメリ
ッ　ト　〈国際日本文イヒ囲

研究所　共同研究　囲222DEi本型モデルのメリットとデメリット　en　222E＞留処際矧本文

図研圏

究所浜口恵俊代表研究斑斜塔薪曜社留1993－4魍A5團崔翻p図5665〔登圏瞬腕一

騎囚麗麗3部　B本型モデルとグm一バリゼーション　第三章　日本語の表現構造とその
轡界化の可能性囲
と限界幽鯛（趣〔憩鐡圏画柳父章園翻）月鉾p．333－347〔抜刷3図

麗纒｝図2函圏〔翻〔ζ｝薗＊眠〕おもしろ基本語ウンチク事爽　楽しみながら日本語に強くなる！

（にちぶん文庫〉菌囲

村石利夫図日本文芸社図1993－8図A6翻2雀％團480脇園円ca圃

鯛緬訟図3函圏團即濁＊蔭豊ことばの常識・非常識函金井靖雄図新暴出版社図1993一？困36函2
38p国1200〔コ鴎円C垂図

圏薬圃4図圏團脇濁＊〔遡書葉の達入たち出講久悠編図扶桑社翻1993一一10図B6図247p図140G
鴎画円〔Σ区〕

圏額羅囲5函圏翻脇蜀＊〔Σ〕最斬B本語読本く新潮文庫〉図薪潮編集部編図囲

新潮社團1993－9〔罰A6函327p図44e紹園円〔Σ図

魍額2困6函園圃〔ζ〕圏＊〔潟宇件ですよ！校閲ウンチク話くミューブックス〉函毎日新聞こ

とばんく編麗團

毎B薪聞社図19§3－7醗B6鱒237p図80G〔【｝國円翻梅

田翻毬7函圏繭〔ζ〕飼＊［Σ｝字辞怪説翻多叶・基地麗團

臼本羽書靱碁会（近代文芸社）図1§93－4図B5図1？2p図三5θO繍飼円｛3團

魎麗函8函B田図雷うたろカード　大学1年生が観察した蟹本譜の世界〔悪小矢野哲夫編刊
函函幽
幽1993－10屡〕85〔薬〕98P［悪〔茎〕

日車函9函Ei蒸汽の知らないB本語鵬寓田隆行図市井社菌1993－8困86図206p困13GO〔鳥騙
円〔勲〔濁

鵬顧9毬10囲圏團齢圏＊虜日本文化のキーワード　？っのやまと言葉でその宝庫を開く＜N
on・book　　愛蔵｝坂〉　〔茎｝囲

栗細図圃祥伝社囲1993－7函86図187p図10009コ醗溝〔Σ図

鯛〔醸動1函ことばの教室函萩野貞樹図近代文芸社函主993－3歯B6因222，9姻1400〔璽圏円Ω9

魍〔憩毬12図致事前宵　圏藷・閣文・雑感・漫吟図塚原鉄雄麟團

春光図面三993－10図A5図147p図3000区コ圏円湧函

圏〔調困13図ニホン語購己團弁上ひさし図文芸春秋毬1993－6図B40図288P図1100鴎圏円〔Σ

圏皇図〔囲222D週刊文画期222Eに連載（1989．4，20H号～199G．S．27iヨ号および1992．1．15

田号～7．9電磁）したもの］困

圓韻図1喋函日本語は東の秋空函金田一春彦図囲

スタジオ・シップ慮1993畦2図B40翻14秘図1GGG〔露圏円巨〕函

圓麗図圭5図瞬幕閣圏＊〔ΣE体語八ツ当り噺瀬文庵〉㊥江国滋劉新潮社囲1993－1図A6図
230p園3609コ圏円C聾函

圏額；囲16図幅團9コ園＊翻わたしの8本目図力日太こうじ鉤立四書園圃1993－U国36飼24Gp
図圭60G〔蚕圏円〔Σ〕図

魍翻図17図倒懸語の凶器キーン，ドナルド圃中央公論義気1993－10函B6囲224p〔函1300〔【｝

園円〔Σ麗

圓園図［囲222D薪掛縄222E囲222D中央公論囲222E囲222D朝日新聞翻222詮等に一本語で書

いたエッセイをまとめたもの。｝翻

　　　　　　　図7－1　刊行図書一覧　電算写植データ
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鯉〔謹囲18函田本語解釈活絹事典函渡辺富美雄；村石昭三；加部俊助編著図囲
ぎょうせい〔藏1993－7〔蟄A5函2L64G，11p図320G繍麟円C舜痢

鯛團囲1．語句・語彙　2．語の構成　3．古語・秘語　4．漢寧・漢譜　5．仮名　6、ローマ掌

　？．外来譜　8，翻

用字・薦語　9．地名・人名　le．法令公屠文　ll．話し合い　12．雷葉遣い　13．敬語　14，

音斎・音團

薗002頁01段凹田
韻　15．方言と鯉言　16．文の種類　17．修辞法　la．文・文章の構成　19，文法　2e．文論

・文体　團

21．マスコミと言葉　22，符号・国号　23．田本語の特質餉

魍〔憩図19図圏圃〔孫翻＊〔D日本語チェック2060辞典函樺島忠夫ほか編国團
京都書込菩〔茎｝1993－3函A5儘397p〔茎｝1〔｝eo〔ζ｝園FqCΣ〕譲

国圏毬19～24函鯛翻図20図日本語要説〈言語学テ串スト叢書姻1＞國工藤浩；小林賢次

；真臓信治；鈴木泰；頒團

中穂積；±岐哲；仁田義雄；畠弘巳；林史典；村木新次郎；山梨正明鰯囲
ひつじ書房図1993－5醗A5囲2，313p窪〕1854K｝圏円〔Σ〕團

田園函L現代語の文法・文法論　2．古代語の文法・文法史　3．現代語の語彙・語彙論
4．古代語の語興・囲

語日華　5．現代語の音声・音韻論　6．古代語の音韻・音韻史　7，社会言語学・方誉学

8．文章・囲

談話　9．認知言語学　10．言語情報処理　ユ1．H本語学史図

鰯〔需療相図鰯語学史図囲

麗〔諦函21図田本書認思想史〈笠聞叢書26⑪〉困猿田知之図囲

笠間書院図1993鍍1函A咽5，44？，16p図9270〔塗圏円曝図

麗團幽幽1部　囲222D国語学史翻222E史の試み　1．第1期（明治・大正期）の曲222D国語学

史囲222E　2．第2期（昭穣前期）の囲222D国團

語学史as　222E　3．第3期（昭和後期）のff　222D国認学史ff　222E附　山田孝雄の思想　第2

部　背景としての中圏・囲
朝鮮の言語思想　第3部　日本言語思想史　第1篇　古代言語思想　第1章　飛鳥期の雷

語思想劇
圏慮緬ユ函論文集義圏

男心圖22図鶴見大学文学部論集　釧立三十周奪詑念図鶴晃大学文学部編函囲
鶴見大学麗1993－3図A5函7，337，20⑲図図

魍國困大斎院名義考読隅圏（㊥鶴團圏騒高田信敬幽麗）画⑳　囲222むおもろさうし囲222E

の形容詞について　日本古語との比較を通じ囲
て團圏（鐡〔範型面掛間宮厚覇幽鵬）翻翻　闘222D蕉国本徒然草翻222Eの固有名講　その認

定と分類園麗（巨E民話圏翻小野正弘幽翻〉圃綱　囲2229コロンブ囲

スの卵團222εの話は、どう受けいれてきたか圏綱（露麟⑥園画古田東朔團⑳〉画翻，ほか

図

魍額2願23図多々良鎮男先生傘寿記念論文田切多々良鎮男先生傘寿詑念論文集刊行会編利

図囲
〔茎〕1993一一3〔茎〕A5〔茎〕349峯）〔惑〕4〔｝OO〔ζ｝圏円｛§〕翻

鯛本図序文　　圏〈國語学関係〉修飾関係，格関係，係り関係國圏（㊥〔聾團圏囎小池清

治璽翻）画圏　囲222D連体句・こと・をge　222Eの表翻

現構造＠國（団翻園圏図小林正治團國）画綱　励222D太平記励222Eの係り結び　その係り
結び率園⑳（匝額露薗圏翻松村晴義働囎）図翻　睡222D徒然草⑭222Eの團

謙譲語について　受け手尊敬とならない用例を中心として園麗（団国囹園画照崎孝雄囹

⑳）圓翻　連用修飾語を承ける團
（体言プラス囲222Dだ囲222E＞の文の構造鯛輝く厩国圏衆寡河原修～園囲）圃國　控釈の

接続詞に関する一考察　囲222沿可展性囲222Eをめ囲

　　　　　図7－2　刊行図書一覧　電算：写植データ（続）
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国語（学）

題名　（作者）雑誌名　巻号　年月　ページ

◇国語（学）一般

エ　日本雷語文化学のこころみ（孫宗光）

　　　　　　　　　　　　　　　　学習院大学母語共同研究所紀要151993－3p．78－83

2　〈第四十九回難語問題講演会記録〉文学的言語の屋造漏紫式部・：（小池清治）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語国字（国語問題協議会）159　王993唾　p．12－21

3　〈特別講演〉日本の国際化と言語生活　「ら叛き言葉」を例にして（甲斐睦朗）

　　　　　　　　　　　　　激語日文學研究（韓国・日語臼文學会）231993－12p．1－13

4教科書の露本語一〈エッセイ〉教科書の日本語（柴田武）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語学（明治書院）12－2　1993－2p，4－7

5　誉葉の文化一日本語の国際化（野元菊雄）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育と’1青幸浸（文部省）428　　1993－11　　p．14一・19

6新しい生活美学の翻造一美しく豊かな日本語（野元菊雄）
　　　　　　　　家庭科学（日本女子社会教育会家庭科学研究所）60－11993－6p．12－17

7　日本譲の現在一環代語、何が問題か～一日本語は今　小説のことば、漫癒のことば

　　　（はんざわかんいち〉　方書のゆくえ　日本語はどうなっていくのか（徳川宗賢）　日

　　　本語考現学　東京と地方の言語変化（井上史雄）辞書のことば考（白藤礼幸）マル

　　　チメディアと日本語　く文字・音声・画像・〉のく再現・複製・加工〉（合判惇）た

　　　だいま田本語授業中　雷語理論の変化の中で（中村妙子）　アメリカでのH本語教育

　　　の現状（振津真知子）　日本語が失ったもの　日本語はどうなっていくのか（中村明）

　　　日本語の未来を占う　語彙と漢字を中心に（前田寓躾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国文学（学燈台）38－12　1993－1130p

8　〈学会購評〉国誰（森野宗明）　　　　　　扇文学（学燈歓）38－1，8　1993－1，74p

9　〈　〃　〉国語（前田富誤）　　　　　　国文学（学制社）38－4，ll　1993一一4，10　4p

lo遵載・日本語と摂本語論　その虚像と実像（5）～（12）一一方法論の問題（1＞～（3），文法的

　　　押脚としてのく数〉（1）～（3），〈名詞〉からく動詞〉へ，〈動講〉、その他の場命（池

　　　上嘉彦〉　　　　　　　　　　　　　　国文学（学燈社）38－1～8　1993－1～8　57p

◇国語学史
エエ「宣長の国語観」抄（石＃裕之）　　　　愛知大学国文学331993－12p．13－26
12　宣長一春庭における「自他」の系譜（1）（中村朱美）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学国語国文18　1993一・2p．41－50

13　純音（高松政雄）　　　　　訓点語と訓点資料（訓点語学会）901993－1p．106－116

14　近世以後の文論文章論　その展弱の素撤（田辺正男）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国学院短期大学紀要11　1993－3p．27－41

15　〈短信〉契沖の五種轡説と「弁顕密二教論」　（井野口孝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語学（国語学会）173　1993－6p．64－65

16　「国字考」の編纂意図の考察　国字研究の一一系譜を探る（笹原宏之）

図8－1　雑i誌論文一覧　印字出力イメージ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏理学　研：究と資料17　工993－12　p．1－14

／7契沖の定家仮名遣い批判　四声観との関係から（坂本溝恵）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼文学研究（早稲田大学）109　1993－3p．82－91

／8　「詞の玉緒」成立考（腿吹覚）　　　　国文学論叢（龍谷大学）381993－2p．4ひ59

19南都仏教の誘学的研究について（1）善珠を中心として（猿瞳知之〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シオン短期大学研：究紀要331993－12p．61－90

20　〈論説〉「手爾葉大概抄」とその周辺　てには論の生長過程について（佐田智明〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡大学入文論叢25－31993－12p．1433一一1459

21「詞」と「詞Jとの関わり　『詞通路x「詞天ホ乎波のか〉る所の事」における扱い（偽

　　　藤宣男）　　　　　　福島大学教育学部論集　人文科学部門54　1993－11p．工一8

22　「名物暑勤の形容詞認識　辞書と歌学・達歌学の形容詞認識の鑓翻（飯田晴巳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　腐士フェニックス論叢1　1993－3　p．77－IG9，201

23　宣長一世における「自他」の系譜　腺が継承したものとその独自性（中村朱美〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文莫（鈴木腺学会）18　1993－11p．37－61

24本居宣長の文法整理係結びの周辺（浅晃徹）　　　　文林271993－3p．31－51
25　契沖の声点注記について（坂本陽転）　　　早稲田臼本語研究11993－3p．26－39

26　古事帰一宣長・虚構された「古さ」　平安朝平仮名文字の視線・「日本」　（山下久

　　　央〉　　　　　　　　　　　　　　　古代文学（古代文学会）32　1993－3p．43－53

27古代語文法を再考する一弱変化を単位に認めた人々（1）（中山轟久）

　　　　　　　　　　　　　　　　国文学　解釈と鑑寅（至文霊）58－7　1993－7　p．98－106

28古典の窓一五十音図の基底にあるもの（馬渕和央〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語教室（大修館書店）491993一一6p．46－50

2g　陳述論の経過とその意義（璽見一行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高大国語教育（蕎知大学）411993－12p．20－33

30　H本語研究者はいつ論文を書くか　「日本語研究文献冒録・雑誌編」に見られる年齢

　　　構造　（荻野綱男）　　　　　　　　　　　　国言醤学（國言吾学会＞173　1993－6　p．90－77，73

31〈短儒〉女性研究者の子育ての負担について（荻野綱男）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国言吾学（国講学会）174　　1993－9　　p．64－65

32　松下文法に於ける副詞（枡岡正浩）　　国語研究（魍学院大学）56　1993－3　p．49－58

33　明治三十七年の方誉境界線（柴田武）　　　図書（岩波警店）529　1993－7p．38－40

34根来司民を悼む（福島邦道）　　　　日本語学（明治書院）12－51993－5p．107－110

35　Mase，　Yoshio　：　Prefessor　Takesi　Sibata’s　Accomplishments　in　the　Field　of

　　　Linguistic　Geography．一広島女学院大学論集43，121993，　p．1－11．

36　韓副腎　露本語學研究　olx・1　i」｝ス1毅レ｝（李溺愛）

　　　　　　　　　　　　　　　　　日本畢幸浸（韓国・日本學會）30　1993－5　p．109－125

37　世界の女性語・日本の女性語一証本における女牲語研究　日本における女性語研究

　　　史（寺躍智i美）　　　　　日本語学（明治薔院）12－61993－5p．262－268

図8－2　雑誌論文一覧　印字出力イメージ（続）
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3861日本書語文化学のこころみR：ほんげんこぶんかがくのこころみ1｝On　Linguistic　s

tudy　◎f　Japanese　with　Particular　Reference　to　JaPanese　Culturelllll目隠宗うE1孫

宗光i《酬釧Sun，　Zong－911angl　1　ge外，北京大馴がくし1学翌院大学言語共同研究所紀要1

165］がくしゅういんだいがくげんこきょうどうけんきゅうじょきようIBttlletin　of　the

Lafiguage　Institute　of　Gakushuin　Universityll1151学習院大学言語共岡研究駈口巨9

9313178－8316il］Iee］IA11；ll1199馴1雑誌il圭99塵．7．II採IB61｝平岩　純一］1994年10月　15

β11994鐸10月21田1完了1孫宗光　　　　10111All・

8541文学的言語の創造＝紫式部＝iぶんがくてきげんこのそうそう　むらさきしきぶIII

［［目ag四十九回國語悶題講演会記録ll小池　滴治1こいけ，せいじ1＃目1］1こくごi国語

国寧（国語問題協議会）13831こくここくじ］］］11591国語問題協議会II］1993］4［12－2111

01111無IIAn：1目19941］雑誌1］1994．7．il採IA5目平岩　純一11994矩10月16日巨994葺1e

鍔21日｝完了1こいけ，せいじ　IO］llA11

圭601旧本の国際化と言語生活1にっぽんのこくさいかとげんこせいかっ1「ら抜き雷雨j

を例にしてIJapan’sInternatioRalization　and　Language　BsageiRa－Deletion　of　Verb

Conjttgation　as　an　EXample］IH特別講演li甲斐　睦朗1かい，むつろう1＃i］Kai，Mttts

urolHFこちこ旧語8文學研究（韓国・臼語H文學会）lReちこにちぶんがくけんきゅ

うIJournal　o£Japanese　Language　anmd　Literature，　The　Japanese　Language　and　Lit

eratgre　Association　of　Korea【l1231韓日日語B文學會ll｝199311211－13｝1311｝【無1｝A1

1目西名新規登録目1994日雑誌目1994．9．熾盛IAsii申西　裕樹119騒年10月16BI1994年1

0月21日1完’ア1かい，むつろう　　10］11A11

1705］tw科書の日本語1きょうかしょのにほんご］H［［tw科ewの日本語目エッセイ1陛繍

　武Iしばた，たけし1＃目］U｛cほん謄本語学（明治書院）184511：ほんごがくIi12［21

i明治書院1目1993i214一？i4｝1目鰍IA11；ll口9941離誌i119肱7．291採IA5］1日目裕樹

11994年10月16Ei11994年10月21HIee了1しばた，たけし　　10【“All

認5旧本語の国際化iにほんこのこくさいか目IU言葉の文化目ll野元　菊雄1のもと，

きくおi＃｝lillきょう｝教育と情報（文部省）12θ91きょういくとし：ようほうIEducation

and　Informationll［42S］文部省大目凹目調査統計企画課目第一法規出版i1993］11［14－i

gi61991有91Ai1；911i994｝1雑誌l11994．9．？S採SB511［1コ西　　 裕毒養ま31994鶯三10月16N11994角三

le月21E目完了iのもと，きくお　　1011［Al1

34月美しく豊かな日本譜1うつくしくゆたかなにほんご1］To　Make　Japanese　a　Language

with　a　Variety　of　Rich　Vocabulary］］lra　しい生活美学の創造崩1日光　菊ee　］のもと，

きくお1勲1］Nomoto，　Kikuol目かてい1家罐科学（日本女子祇会向合会家庭科学研究所）l

lかていかがくljournal　of　The　japan　Research　Inst童tttte　for　Families　ahd　Hollseho

lds16G巨llB本女子社会教育朝家獲科学研究所llR99316112－1716］］1｝無1］Al圭：］誌名新

規登録ll199411雑誌B1994．5．171採iB511中西　裕樹11994年10月16B巨994年10月21Nl

完了1のもと，きくお　IOIIIAII

2166暇本語は今　小説のことば、漫画のことば（はんざわ　かんいち）　方言のゆく

え　臼本語はどうなっていくのか（徳用　宗賢）　B本語考現学　東京と地方の言語変

化（井上　史雄）　辞書のことば考（自服　給餌）　マルチメディアと日本語　〈文字

・音声。画像・〉のく樗現・複製・加工〉（合庭　惇）　ただいま秘本語授業申　言語理

　　　　　　　　図9－1　雑誌論文一覧　もとデータ
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論の変化の中で（中村　妙子）　アメリカでの臼本語教膏の貌状（根津　真知子）　日

本語が失ったもの　日本語はどうなっていくのか（中村　明）　日：本語の未来を占う

語彙と漢字を中心に（箭磁　月日）｝にほんこのみらいをうらなう1川r日本語の現在

一現代語、侮が問題か？”i眼はんざわ　かんいちiまえだ，とみよし1＃］1［目こくぶ！

濁文学（学燈社）1413］こくぶんがくl1381121563｝学燈祉1］l199311iig－11［3GllIi無1［A

11；1一括1［1994］］雑誌］11994．7．181dWIA5目中西　裕樹11994年10月21日1199≦琿10弩21

曙完了1まえだ，とみよし　】0国A11

22241国語にくご1目1田学会時評目森野　宗明1もりの，むねあき］＃IIIIIこくぶ1国

文学（学燈社）1413iこくぶんがく　l138［1，815591学監社ll1199311，7］154－155［4i】lIWtI

｝A13：i～括1｝1994｝1雑誌li1994．6．281採IA511中西　　裕梅1199嘆磯三10月2王E≡l11994無三10月2

1臼lfi了［もりの，むねあき　10111A13

2225［国語にくご1目1｝巨学会時評1山田　国画1まえだ，とみよし］＃1［目1こくぶ1国

文学（学燈社）］413Xくぶんがく］138【4，111562］一口社IIII993｝4，10［160－1611411目

無1｝A13；1～ま舌i1199411雑誌li1994．6．281採IA§目【一目　 裕樹11994年10月21日11994年10

月21闘完了はえだ，とみよし　lelllA13

2167i方法論の問題（1）～（3），文法的範購としてのく数〉（1＞～（3＞，〈名詞〉からく動

詞〉へ，〈動詞〉、その他の場創ほうほうろんのもんだい1］IR］連載・日本語とB本

語論　その虚像と実像（§〉～（12）目］］池上　一掃1まえだ，とみよし1＃巨嗣こくぶ1国

文学（学燈社）14131こくぶんがく］13811．81§621学燈社ll［199311．8116e－15115711目無

lIAI3；1一括li199411雑誌l11994．6．281採IA5［1中西　　裕樹11994年10月21臼1199塵年10肩

21Hl完了1まえだ，とみよし　［e］llA13

1561　f宣長の国語観」抄1のりながのこくこかんしょう目脂目口石井　裕之1いしい，

ひろゆき141411よみ付き自知同庁［あいち1愛知大学国文学19引あいちだいがくこく

ぶんがく目Ii331愛知大学国文学会1］11993］12［13－26114］ll［WtlIA391；H［1994目雑誌II

1994．7．51採IA5il中西　裕樹11994矩10月16ヨ11994庫1瞬21日偏了｝いしい，ひろゆき

　IOIIIA391

352ド竃長一春庭におけるジ自他」の系譜（1）”ドのりなが一はるにわにおけるじたのけ

いふ1”1目1目lll申村　朱美1なかむら，あけみ13＃閉Hかなざ1金沢大学圏語麗文12

371かなざわだいがくこくここくぶん1【目181金沢大学国語国文学会ll11993］2141－50110

目1｝無IIA391；ll巨9941i雑誌｝［1994．7．11採IA5目中西　裕樹11994年10月16臼11994年10

月21日｝完了1なかむら，あけみ　IOII［A391

4681叶音｝きょういんII［目1員1高松　政雄1たかまつ，まさtSl＃H］］1くんて1訓点語と

訓点資料（誰点語学会）［2581くんてんごとくんてんしりsう］Kuntengo　to　Kunten　Shi

ryo＾ mI901訓点語学会1［11993111106－116111［［ll無［A391；目119941離誌］11994．7．18

｝採B511中西　裕樹11994年10月圭5則1994年10月21B幽静1たかまつ，まさお　］OlliA

391

7781近世以後の文論文章謝さんせいいこのぶんうんぶんしょうろんiその口口の素描ほ

1［ll［湖辺　正男1たなべ，まさお博田目こくが魍学院短期大学紀要13541こくがく

いんたんきだいがくきようiThe　BuHetin　of　Kokugakttin　Jttnior　Collegell］11｝国学院

短期大学1［i199313［27－411i5］III無lIA391；］乙名・外国語誌名。編者名変更l1199引1雑

　　　　　　図9－2　雑誌論文一覧　もとデータ（続）
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95引日本護は今Bごほんごはいま1小説のことば、漫画のことば目iド露本語の翼在一現

代語、何が問題か？”［現代日本語事情則はんざわ　かんいち1はんざわ，かんいち141

4月中み付き1共立女子大学助教授1ζくぶi国文学（学八社）瞳31こくぶんがく｝138］1
2i553i学燈社lllユ99311ユl116－i1914ilH無1｝A21；lp－ts｝iユ9941田圃昌1994，7．ユ8｝採】

A5日中酉　裕樹巨994年10月16H［1994年10月21一院了1はんざわ，かんいち10［1［All1
11

9321百雷のゆくえ1ほうげんのゆくえ旧本語はどうなっていくのか目1ド日本語の現在

一現代語、何が問題か？”旧本語はどうなっていくのか目聴1il宗闘とくがわ，むね
まts　1＃il］1］こくぶ1国文学（学燈社）14131こくぶんがく＃38112］563］学燈社＃119931

11112－14131］ll無IIAII；］P～括i119941i雑誌目199喋．7．18i採］A§］］中西　裕樹11994al隻

0月16臼11994年10月21N］完了1とくがわ，むねまさlelllA11］11

951鉱油語考現学iにほんここうげんがく出京と地方の言語変化田ド日本語の現在一
現代語、侮が品題か？”観代日本語事情1目拝上　史雄iいのうえ，ふみおi＃目Illこく
ぶ1国文学（学燈社）］4131こくぶんがく1138112］5S31流燈社i目1993　i111120－12314H］1

無】iA11；｝P一括］11994U雑誌i119％．7．181採iA5目中西　裕樹11994年10月三6日119％年

10月2旧1完了1いのうえ，ふみお　］Ol“Allll1

952僻書のことば考1じしょのことばこうiI目B”H本語の現在一現代語、何が問題か？”
1現代日本語事re　］li白藤　繋目［しらふじ，のりゆき｝＃li目にくぶ1国文学（学細目）

14131こくぶんがく｝138112｝5631鬼燈？i：lli19931111124－12613Hll無IIAII；lP一括l119

9411雑誌i11994．　7．　181Ut　IA5目中西　裕樹i1994年10月16B【1994駕10月21U素目｝しら

ふじ，のりゆき］oillAll］i1

953］マルチメディアと賃本語1まるちめでいあとにほんごi〈文字・音声・画像・〉のく再

現・複製・加工＞lllr羽島語の現在一現代語、何が問題か？”1現代日本語事情【U合庭

　惇1あいば，あつし12目1よみ付きi託号変更2△→21こくぶ1国文学（学燈社＞1413
1eくぶんがくI138］121563］学燈社［li1993111i128－130｝3i目i無liAII；IP一括I11994】1

雑誌1］1994．7．181dW　IA5］1中西　裕樹＃994年10月隻6日1圭994年10月21Eil完了iあいば，

あっし　　lo縫IAII］11

9541ただいま露本語授業中1ただいまにほんごじゅぎょうちゅうi言語理論の変化の中で
＃巨”日本語の現在一現代語、何が問題か？”1外貸入の日本言謝目中村　妙子1なかむら，

たえこ【＃lllllこくぶ1国文学（学燈社）14131こくぶんがくI138］1215631学燈社1【1199
3i11｝131－13313【lll無IIA11；lP一括】119941i雑誌目1994．？．18i圭采IA51i中西　　 裕庭竃1199

4隼10月16El11994年10月21BI完了iなかむら，たえこ　Ioi11AII］11

95§［アメリカでの日本語教育の現状痛めりかでのにほんごきょういくのげんじょうIII

il”H本語の現在一現代語、何が間題か？”i外国人の日本語蝿帳庫　輿知子1ねっ，ま

ちこ【414Hよみ付き1国際基督教大学準教授1こくぶ1曖文学（学燈社）14131こくぶん
がくi13811215631孤燈社BI1993i111134－137KlI］Iag．目All；IP一括目199411雑誌l1199

4．7ほ8i採［A5目中西　裕樹｝1994年10月16日11994琿10月21EI完了1ねっ，まちこ　　IO
［llAlllli

930旧本語が失ったものBこほんごがうしなったもの1日本語はどうなっていくのか1議
”日本語の現在一現代藷、侮が問題か？月日本語はどうなっていくのか目i中村　明1な

かむら，あきら1＃li目1こくぶ1國文学（学燈社）i4131こくぶんがく目3811215631学燈
社1｝1199311116－813i［ll無］IAII；IP一脈目19941【雑誌目1994．7．181採IA5ii中西　裕樹

i1994年1e月16H［1994年le月21U］完＝なかむら，あきら　Ie］IIAII［11

9311El本語の未来を占うBuほんこのみらいをうらなう驕彙と漢字：を中心に1目1”日本

語の現在一現代語、何が問題か？”瞑本語はどうなっていくのか目揃賑　制目1まえだ，

とみよし1＃Hl＃こくぶ1國文学（学燈社）i4131こくぶんがく1i3811215631学燈社1＃1
9931灘9－1113］］ii無lIAII；lP一括目199引離回目1994．？．18【採IA5il中西　岡目11994

年10月168巨994隼三〇月21日1完了1まえだ，とみよし　ioillA11］il

　　　　　　図9－3　雑誌論文一覧　もとデータ（続）

　　　　　　　　　　　　文献番号7にまとめる前のレコード
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｛bu【1rしE三＿1｝国詫篶　（学〉

｛bUitrui＿2｝国語（学）一般

｛rec｝11Ei本言語文化学のこころみi孫宗光1学習院大学言語共岡研究所紀要115；1993－31
p．　78－83

｛rec｝21〈第四十九翻圏語問題講演会記録〉文学的雷語の劇造＝紫式部m・1小池滴治1圏
言養圏字　 （国語問題協議会）　 115911993－41p．12－21

｛rec｝31〈特男彗講演〉臼塞の国際化と言語生活　「ら抜き雷葉」を例にして1串斐睦朗l

N語N文學研究（韓国・Ei語臼文學会）i23］1993－12］p，1－13

｛rec｝41教科書のB本語一一〈エッセイ〉教科書の日本謝柴編武旧本語学（明治轡院）
112－211993－2］p．4“

｛rec｝5i雷葉の文化一一配本語の圏際化】野元菊雄1教育と情報（文部省）1428巨993－111
p．　i4－19

｛rec｝6】新しい生活美学の創造一一美しく豊かなH本語1野元菊雄1家庭科学（日本女子

社会教育陰日甦科学礒究所）160－111993－61P．12－17

｛rec｝？旧本語の現在一一現代語、侮が問題か？一一臼本語は今　小説のことば、漫画の

ことば（はんざわ　かんいち）　方言のゆくえ　鶏本語はどうなっていくのか（徳淵
宗賢）　臼本語考現学　東京と地方の言語変化（井上　史雄）　辞書のことば考（自藤
　礼幸）　マルチメディアとB本語　〈文字・音声・画像・〉のく再現・複製・舶工〉（合

灘　惇〉　ただいま日本語授業中　言語理論の変化の中で（中村　妙子）　アメリカで
の日本語教育の現状（根津　真知子）　国本語が失ったもの　B本語はどうなっていく

のか（中村　明＞　B本語の来来を占う　語彙と漢字を中心に（前頒　富頽）1はんざ
わかんいちi蟹文学（学燈社）138－i211993一・11｝30p

｛rec｝8］〈学会時評〉国語1森野宗贋1国文学（学燈船＞138－1，811993－1，7｝4p

｛rec｝91〈〃〉国語庸溺窟韻1国文学（学燈社）138－4，H｝1993風1θ14p
｛rec｝1Gi連載・日本語と尉本語論　その虚像と実像（5＞～（12＞一一方法論の問題（1）～（3）

，文法的範疇としてのく数〉（1）～（3），〈名詞〉からく動詞〉へ，〈動詞〉、その他の

場合1池上瞬断1閣文学（学燈社）｝38－1．811993－1～8157p
｛bunrtti＿2｝国言署学史

｛rec｝1月「宣長の騒語観」抄1石＃裕之1愛知大学国文学133］1993－121p．13－26

｛rec｝三21憲長一春縫における「自他」の系譜（1＞1中村朱美1金沢大学国語國文］1811993－
2］p．4i－50

｛rec｝131録音1高松政雄1訓点語と訳点資料（訓点語学会）lgei1993－11p．　le6－116

｛rec｝14｝近世以後の文論文章論　その展開の素描旧辞正男｝国学院短期大学紀要］11［19
93－3］p．　27－41

｛rec｝151〈短借〉初孫の五種言説とヂ弁顕密二教論」1＃野口孝魍語学（蟹語学会）］1
7311gS3－51p．　64－65

｛rec｝161「国字考」の編纂意図の考察　国字研究の一系譜を探る1笹原宏之1国語学　研

究と資料11711993－121p．1－14

｛rec｝17］契沖の定家仮名遣い批判　四声観との関係から1坂本濤恵1国文学研究（翠稲班
大学）］leg11993－3［p．82－91

｛rec｝181「詞の玉緒」成立考1心慮覚1国文学論叢（龍谷大学）138｝1993－2ip．40－59

｛rec｝19［南都仏教の語学的研究について（1）　藝珠を中心として1猿田知之1シオン短期

大学研究紀要13311993－12ip．61－90

｛rec｝201＜論説＞F手爾藥大概抄」とその周辺　てには論の生長過程について1佐田智
明1福岡大学入文言禽叢125－311993－12ip．1433－1459

｛rec｝2月「詞」と「詞」との関わり　『詞通路誰「詞天ホ乎波のかsる所の事」におけ
る扱い1佐藤宣男1福騒大学教麿学部論集　人文科学部FS｝54］1993－11［p．1－8

｛rec｝22］「名語記」の形容詞認識　辞書と歌学・連歌学の形容詞認識の醜醗1飯田疇巴1
柱餅：フェニックス論叢1111993－31p．77－109．201

｛rec｝231宣長一腋におけるヂ自他」の系譜　艘が継承したものとその独葭性1中村朱美1

図10－1　雑誌論文一覧　出力データ
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文莫（鈴木娘学会）118［1993一・11］p．37－61

｛rec｝241本層宣長の文法整理　係結びの周辺1浅見徽【文林12711993－3］p．31－51

｛rec｝251契沖の声点注記について｝坂本液恵1早稲田冒本語研究1111993－31p．26－39

｛rec｝261古事詑一一宣長・虚構された「古さ」　平安朝平仮名文字の視線。「日本」1

由下久夫1古代文学（古代文学会）13211993－31p．43－53

｛rec｝27ith代語文法を再考する一一弱変化を単位に認めた早々（1）1中山畠久i睡文学

解釈と鑑賞（至文堂）158－7［1993－7｝p．98－106

｛rec｝281古典の窓一一五十音図の嚢底にあるもの1馬渕和夫魍語教室（大修館書店）14
9］1993－5［p．45－50

｛rec｝291陳述論の経過とその意義1曲見一行i高大謎語教育（高知大学）［41］1993－121p．
20一一33

（rec｝30臨本語研究奢はいっ論文を欝くか　ヂ臼本語研究文献匿録・雑誌編」に見られ
る年齢構造1荻野綱男i国語学（国藷学会〉］17311993－6］p．ge－77，？3

｛rec｝31i〈短儒〉女性研究者の子畜ての負担について1荻野綱男1国語学（騒語学会）l1
741i993－9］p．64－65

｛rec｝32i松下文法に於ける副詞1枡岡正浩魑譜研究（蟹学院大学）1561ig93－31p．49一§8

｛rec｝331明治三＋七年の方言境界線1柴田武潮曇（岩波書店）152911993－7｝p．38－40

｛rec｝34］根来司氏を悼む1福翻邦道｝B本藷学（明治書院）］12－511993－51P．107－110

｛e－rec｝3511Mase，　Yoshio　：　Profes＄or　Takesi　Sibata’s　Accomplishments　in　the　Field

of　L三nguistic　Geography．　i－litalic｝広島女学澆大学論集｛uprightM43，11219931p．

1－11

｛e＿rec｝36目李漢＊：韓圏※　El本語学研究　※※張※　※※韓翻※　El本研究一一．1
一｛italic｝日本學報　（韓覇・N本學魯〉　｛upright｝｝3θ，15　19931p．109－125

｛rec｝37【世界の女性語・B本の女性語一一熊本における女性語研究　9本における女性
語研究史1寺閣智美1日本語学（明治書院）l12－511993－51p．262－268
｛bunr巳i＿1｝圏語吏

｛b娃nrui2｝国語史一般

｛rec｝38【£王賜」銘鉄剣のX線的調査と銘文の表出1永蠣正春魑立歴史浅俗博物館研究
報｛婁量15011993－21P．虚09－442

｛rec｝391「古事記」の言語観及び構造（2＞成長課を視点としてi伊沢正俊博修国文（専
修大学）152巨993－11p．95－117

（e：．rec］40］IMaruyasua，Toru　；　Barron，　J．　Patriek　：　Historical　View　of　the　Japanese　La

nguage（2）．i一｛ita王ic｝アカデミア　文学・語学編（南山大学〉｛upright｝，］919931p．

1－27

｛rec｝　4i］沙石集の騒語学的諸問題（5＞1大谷撰都子；斉藤由美子1梅花短大略語圏文16巨9

93－leip．11－24

｛rec｝42］〈公瀾学術講演〉東京語と標準語旧中章夫1国学院大学日本文化研究所紀要17
2］1993－91p．155－20g

｛b臨ru転2｝資料研究

｛rec｝431「経典釈文・論譜音義」考（2）1高橋均1東京外国語大学Sftee　l　4611993一・31p．216－

230

｛rec｝441漢和辞典の歩み一一漢和辞典の誕生　　ゼ新撰字鏡」　「和名類聚抄」　「類聚名義

抄jl湯沢質幸1しlcか（大修館書店＞14－4｝1993－41p．8－15

｛rec｝45｝B本書紀神代巻神名和訓索引1杉浦克己i讃点語と訓点資料（訓点語学会）｝911
1993－3］p．130－72

｛rec｝46沽事記の記定　薬注を中心として晒宮一民1国語と国文学（東京大学）けO－41
igg3－41p．　i－14

｛rec｝47［「万葉集」巻十三試注［高橋六二1跡見学園国語科紀要141］1993－4］p．25－34

〔rec｝481〈研究ノート〉万葉集巻10。1893歌の解釈について磯谷正雄1国学院雑誌（国
学院大学）｝94－311993－3［p．54－63

図10－2　雑誌論文一覧　出力データ（続）
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翻〔瀦〔璽函国語（学）⑱取

運｛醸素図国詰（学）一般図囲

囎療灘図1圃日本蘭語文化学のこころみ図孫宗光函囲

学習院大学言語共同研究所紀要函15圃1993－3函p．78－83図

圏〔詔儘2函團〈第四十九回国語問題講演会記録〉文学的言語の創造au紫式部＝図小池窮

困鋸歯

国語国字（国語間題協議会〉囲159図1993噂囲P．12－21㊥

鯛緬羅函3図圏〈特別講演〉日本の国際化と書風盆活　醗2220ら抜き言葉麹222Eを例にし

て函甲斐睦朗困囲
死語日文學研究（韓国・臼語B文攣会）囲23困1993－12図p．1－13函
岡倒閣姦函教科書のN本語團圓群雲3一薗毬一霞藝脇くエッセイ）教科書の日本語隙柴崎玲

琴囲
日本霞蒼学（明治書院）〔茎〕12－2〔茎｝19§3－2翻p，4－71塁〕

鯛慮図5函言葉の文化圏園翻〔型一㊧隠一C日銭本藷の国際化図野元菊雄図困
教育と情報（文部省）㊥428團1993－11〔灘p．14－19図

麗〔謁函6困新しい生活美学の創造圏圃圏霞一圏囮一餌美しく豊かなE体語圃野元菊雄函
下

家庭科学（日本女子社会教育会家庭科学研究所）函60－1翻1993－6図p．12－17図

鯉〔沁困7函B本語の現在一現代語、何が問題か？纏縫幽霞一㊧幽一Ω薮日本語は今　小説

のことば、漫画のことば囲
（はんざわかんいち）　方言のゆくえ　日本譜はどうなっていくのか（徳川宗賢〉囲

賑本語考現学　東京と地方の言譜変化（井上史雄〉辞轡のことば考（白藤礼幸）　翻

マルチメディアとEI本語　く文字・音声・画像・〉のく再現・複製・加工〉（合縫翻

惇）　ただいま日本語授業中　図譜理論の変化の中で（鵬翼妙子〉　アメリカでの囲

巳本語教育の現状（根津真知子）　EI本語が失ったもの　B本語はどうなっていく囲

のか（中村q層）　日本語の未来を占う　語鑑と漢字を中心に（前田富顧）麗鰯国文学（謹聴
社）〔茎｝38－12〔羅1§93－11廼≡〕30p〔茎｝

麗翻図8⑧鶴〈学会時評〉国語函森野宗瞬図国文学（訓点社）e璽38一一1，8翻1993－1，7区14p函

鯛〔懇困9函翻く圏圃鴎圏圏圃〔ζ〕騙羅〃⑳｛Σ｝翻　〉函藷図前田窟頼函国文学（学微弱〉図3

9－4，11｛茎肇1993－4，10函4P〔璽

鰯厘2図10函連載・日本語と鶏本語論　その虚像と実像◎5～（12）醐圃圏〔降心留鷹一C塁方

法論の問題◎1～◎3，文法的翻
範購としてのく数〉翻1～◎3，〈名詞〉からく動詞〉へ，〈動詞〉、その他の場含四

竃腰

上寵彦図國文学（学燈社）留38一1～8図1993－1～8図57p函

鯛〔憩盤図圏言吾学史歌誌

圏製図11図圏舳222D蜜長の暗語観囲222ε抄円石芽裕之図愛知大学函文学図33囲圭993－12
図P．13－26｛茎§

鯉亀羅図12図蜜長一春庭における励2220農他騒22聡の系譜◎1翻中村朱美翻囲
金沢大学国語国文圏18函1993－2図p．41－5G函

鵬願自函13図叶音数高松政雄働訓点語と訓点資料（訓点語学会〉函90図1993－1閣p．106－116

鵬麟図14囲近世以後の文講文章論　その展開の紫描図田辺正男｛郵團

麟学院短期大学紀要困11〔灘1993－3図p．2？一41図

．囎鶴囲15函翻く短信〉契沖の五種言説と嘩222D弁顕密二教論囲222E劉井野欝孝図囲

国粛学（国語学会）図173翻1993－6箇p．64－65pa

圏穏難囲16函圏騒222D国字聴器22鰯の編纂意図の考察　国字研究の一系譜を探る図笹原宏

之図囲

薗OG2買01段幽囲
国言野望学　　研究と資料｛茎｝17［蓬ζ｝1993－12〔茎｝1｝．三一支4〔茎聾
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鯛癬図17函契沖の定家仮名遣い批判　四声観との関係から図坂本濤恵四囲
蟹文学研究（早稲田大学）囲1G9麟1993－3図p．82一・91図

圏鶴困18図翻励222D詞の玉緒囲222E成立考概述吹覚図国文学論叢（龍谷大学）憾38毬1993
－2〔茎〕P．40－59〔茎ユ

鵬⑥函1？～3咽翻
鯛繧Ω図鶏図南都仏教の語学的研究について圏1　善珠をT心として袋§猿濁知之図囲
シオン短期大学研究紀要国33囲1993－12麟沿．61－90図

鯛鶉鶴20図圏〈論説〉囲22紛手爾葉大概抄騒222Eとその周辺　てには論の控長過程につ
いて函佐闘智明魍團
福濁大学入文論叢図25－3函ユ993－i2翻p．ユ433一一Σ459図

鵬〔諦毬｝21園田囲222D玉笹222ヨと囲222D詞翻2226との関わり　囲2233詞通路観22謎囲222D

詞天職乎波のかsる所の事騒222Eにおける扱い團佐魍
藤宣男箇福野大学教育学部論集　入文科学部門区｝54図1993－11圃p．1－8［蟄

幽翻図22図麗飼222D見廻記聞222Eの形容詞認識　辞書と歌学・連歌学の形容詞認識の翻

饒函飯田晴巳毯團
富士フェニックス論叢困1團1993－3図勲．77一沁警，201図

鯛種Ω図23図宣長一図における細222D畠他囲222Eの系譜　腺が継承したものとその独自性

飼申村朱美函掌
文莫（鈴木膜学会）困圭8毬｝1993－1i図勲．37一一61ge

圏田図24囲本居宣長の文法整理　係結びの周辺図浅見徹図文林翻2？〔i§1993－3醗p．31－51

幽

幽Q6函25凶暴沖の声点注殴書について図坂本清恵図早稲濁日本語研究箇三厨1993－3図p．26－

3咽
中切囲26函古事記圏隠圏〔（〕一〔聾麗一〔Σ｝窟畏・虚構された翻222D右さ騒222E　平安朝平仮

名文字の視線・囲222D零本囲222E図由下久山
夫菌吉代文学（吉代文学会）図32團1993－3函p．e3－53函

圏田図27函古代語文法を再考する醗叩上〔9一醗圓一切弱変化を単位に認めた人々Ω1図
中田畠久図翻
国文学　解釈と鑑賞（至文堂）翻58－7図三993－7図p．98－106図

麟翻毬28麗古典の窓蜂腰圏殴一瞠團一〔Σ五十音図の基底にあるもの国馬灘照影藁囲
蟹語教室（大修館書店〉囲魏醗1993－6團沿．46一§G図

圓廼ユ図29図陳述論の経過とその意義毬璽見一行凶暴

高大国語教育（高知大学）劉4梱1993－12函p．20－33図

鰯題9図30函B本語研究者はいっ論文を書くか　囲222D日本語研究文献目録・雑誌編囲22
2Eに見られる年齢〔墾

寒造函荻野綱男図圏語学（国語学会）翻173図1993－6eep．90－77，73囲

魍函函31圏團く短儒〉女性研究者の子育ての負担について図荻野綱男劉〔鶏
国語学（国藷学会）国174隠1993－9函嚢，64－65ge

圏硬毒図32図松下文法に於ける醗詞図雛岡正浩因国語研究（国学院大学）図56図1993－3毯ひ．

49－58劉

魍田園33図明治三十七年の方言境界線図柴田武図図書（岩波書店）図529図1993－7図p．38－

40図

圏慮困3荏田根来司氏を悼む図福翻邦道図日本語学（窮治書院）図12一一5ee　1993－5困p．10？一・11

咽
屡馨護｝｛璽⊃毬｝35匪｝区〕層ase，匿鐘Yoshio：Profess〈｝r翻Ta｝【es三鯛S圭bata’s護ヨAccomplishments圏2n

國t益e鯛Field圏of囲E塵〕

LinguisticPaGeography．〔蟄一國広島女学院大学論集翻図嘆3，図12幽1993図p．1－11eC

圓額コ圃36囲韓濁※　日本言吾学研究　※※※※　※※圖〔潮鷹〔］一圏囮一〔灘函李漢＊翻臼本

鋪報（韓麺≧｝響　日本學會〉疲〕3e9ヨ1993－5留p、109－125〔蟄

翻国函37留世界の女性譜・田本の女性語翻露團〔コー縢囹一切日本における女牲語研究

　　　　　図11－2　雑誌論文一覧　電算写植データ（続）
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7．1．1。1　データ変換規則（刊行図書）

変換先のデータの構造は，

　和文形式の場合，

　　文献番号1書名1著編者名1発行所1年月伴引ページ数1定価1解説

臓次

であり，欧文形式の場合は，

　　文献番号1著編者名1書名i発行所1年月熱傷ページ数i定／酬解説

旧次

である。1はフィールドの区切りを示す。

　変換先のデータのフィールド別に，元のデータベースのフィールドと変換

先のフィールド内のデータとの対応関係を書き換え規則的な形式で示す。

　【】で囲まれたものは編集用データベースの項目に対応する。（］の中で【項

扇（条件）】のように記載されたところの丸ガッコは，その項目の値が丸ガッ

コの条件を満たす必要があるということを表す。項目名についてカッコO

はそれがオプションナルであることを表す。項目1／喧騒2　という形は

項目1あるいは項目2のいずれか一方を選択することを表す。“”のダブル

クォーテーションで括られた表現は，括られた表現がそのままデータとし出

力されることを表す。なお，スペースを表わすために〔スペース］や［全角

アキ］という表現を用いることがある。

（1）和文形式の文献の場合

　　　文献→　文献番号牽書名欄÷著編者名÷発行所

　　　　　　　　　÷年月十判十ページ数十（定価）十（解説）十（屠次）

　（A）文献番号

　　　文献番号→　　“｛rec｝”＋【文献番号】

　文献番号はもとの編集用データベース中にはなく，複数のレコードをまと

める処理を含む出力用のデータ処理を経たデータに対して振るものなので，

もとのデータベース上の番号ではない。

　（B）書名欄
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（C）

（D）

（E）

（F）

書名欄→　書名＋（翻書名）＋（原著者名）＋（叢書名欄）

　　　　　＋（県連）÷（外国語書名）

書名→　　【書名】＋（書名巻次）

書名巻次→　　【書名巻次（数字）】

書名巻次→　　［全角スペース］＋【書名巻次（数字以外）】

副書名→　　［全角スペース」十【翻書名】十（副書名巻次）

翻書名巻次→　　幅幡名巻次（数字）】

翻書名巻次→　　［全角スペーース］＋【副書名巻次（数字以外）ユ

原著者名→　　‘‘〔”÷【原著者名】＋“〕”

叢書名欄一一）　“〈”÷叢書名÷（副叢書名欄）＋“〉”

叢書名→　　【叢書名】＋叢書名巻次

叢書名巻次→【叢書名巻次（数字）】

叢書名巻次→［全角スペース］＋【叢書名巻次（数字以外）】

翻叢書名欄→　副叢書名÷（副叢書名巻次）

副叢書名→　　1全角スペース〕十【翻叢書名】

無筆書名巻次一一・　【国権書名巻次（数字）】

副叢書名巻次→　　［全角スペース］÷【副叢書名巻次（数字以外）】

版次→　【王難】

外国語書名→　　［全角スペース］＋“｛11｝”＋【外国語書名】＋“｛12｝”

著編者名

著編者名→　　“K　（］”＋【著編者名コ＋“【）　】”

【　（】，［）】は著編者用のカッコを表す。

発行所

発行所→　　【発行所】＋（発売所）

発売所一一・・　“（”＋【発売所】＋“）”

年月

発行年月→【発行年：】＋“一”＋【発行E］

判
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　　　綱型→　　【鞠型馨

　（G）ページ数

　　　ページ数→　　（前付けページ）

　　　　　　　“　　÷【本文ページ（冊，丁が記入されていない）】

　　　　　　　　　　　÷（後付けページ）十“p”

　　　ページ数ゆ　（前付けページ）

　　　　　　　　　　　÷【本文ページ（冊，丁が記入されている）】

　　　　　　　　　　　＋（後付けページ）

　　　前付けページ→　　【前付けページ】十“，”

　　　後付けページ→　“，”十【後付けページ】

　㈹　定価

　　　定価→　　【定価1＋“円”

　（1）解説

　　　解説→　　“［”＋【解説】＋“］”

　（」）屠次

　　　鼠次→　【目次】

（2）欧文文献の議会

　　　文Wt一一〉文献番号÷著編者名÷書名＋発行所

　　　　　　　　＋発行年月＋判型＋ページ数÷（定価）＋（解説）＋（目次）

　（A）文献番号

　　文献番号→　“｛e＿rec｝”＋【文献番号】

　文献番号はもとの編集用データベース中にはなく，複数のレコードをまと

める処理を含む出力用のデータ処理を経たデータに対して振るものなので，

もとのデータベース上の番号ではない。

　（B）著編者名

　　　著編者名→　　【著編者名】＋“；”

　（C）書名

　　　書名欄→　書名÷（副書名）＋（原著者名）＋（叢書名欄）
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（D）

　　出版地1欄→

　　出版地2欄→

　　発行所欄→

　　発売所欄→

（E）発行年月

　　発行年月→

　　　　　＋（版次）＋“．”

書名→　　【書名】＋（書名巻次）

書名巻次吟　　［スペース］十【書名巻次】

副書名→　“；”＋【副書名】＋（翻書名巻次）

副書名巻次吟　　［スペース］＋【副書名巻次】

原著者名→　　“〔”＋【原著者名】＋“）”

叢書名欄→　　“〈”＋叢書名÷（捌叢書名欄）＋“〉”

叢書名一・　【叢書名】÷（叢書名巻次）

叢書名巻次→　　［スペース］÷【叢書名巻次】

勢門書名欄→　門門書名＋副叢書名巻次

黒門書名→　　［スペース］牽【下野書名】

醜叢書名巻次→　　［スペース］　一y【副叢書名巻次】

二次→　　【版次】

発行所

発行所欄→　　“一”＋（出版地欄）÷発行所欄＋（発売所欄）

出版地欄一一〉出版地1欄＋（出版地2欄）

　　　　　　　　　　　　　　cl　el　【出版地1】＋　，

　【出荒反圭琶2】＋　‘㌧”

【発行所】

“（”牽【発売所】＋“）”

“，” ?【発行年】

　＋“一”＋【発行月】÷“”

（F＞判

　　半目型一ゆ　　【半弓型】

（G）ページ数

　　ページtw一〉　“，”十（前付けページ）

　　　　　　　　　　＋本文ページ÷（後付けページ）＋“”
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　　　前付けページ→　　【前付けページ1÷“，”

　　　本文ページ→　【本文ページユ

　　　後付けページ→　“，”＋【後付けページ】

　㈲　定価

　　　定価一・　【定価】＋“円”

　（D　解説

　　　解説一一｝　“〔”＋【解説】＋“］”

　（J）目次

　　　圏次一一・・　旧次】

7．1．1．2　データ変換規則（雑誌論文）

（1＞和文形式の論文の場合

　　文献→文献番号＋題名÷筆者名＋誌名＋巻号＋発行年月一F所在ページ

　（A）文献番号

　　文献番号→“｛rec｝”＋【文献番号】

　（B）題名

　　　題名→‘　（特集・連載）＋（欄名）＋（中題）＋標題＋（翻題）

　　　特集・連載→　　【特集・連載】＋“一一”

　　　欄名一・　“〈”÷【欄名】÷“〉”

　　　中袴→　　【中題】十〔全角アキ］

　　　標題→　【標題】

　　　副題→　　［全角アキ〕÷【副題】

　（C）筆春名

　　　筆者名→　　“【”＋【筆者名】率“】”

　（D）誌名

　　　導燈一・・　【令名】

　（E）巻号・通巻

　　　巻絡・通巻→　　【巻】牽“一”÷【号】÷“，”
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　　　巻号・通巻→　　【通巻】÷“，”

　（F）発行年月

　　　発行年月→　　【発行年】＋“一”＋【発行月ユ

　⑥　所在ページ

　　　所在ページ→　　【所在ページ】

（2）欧文形式の論文の場合

　　文献→　文献番号÷筆者名＋題名＋誌名牽巻号＋発行年月＋所在ページ

　（A）文献番号

　　　文献番号一一・　“｛e・＿・rec｝”÷【文献番号】

　⑧　筆者名

　　　筆者名→　　【筆者名】

　（C）題名

　　　題名→　　【標題】＋（副題欄）

　　　副題欄→　　　“；”＋【副題】

　（D）誌名

　　　誌名→　　“一”÷｛11｝÷【誌名】十｛12｝

　（E）三号

　　　巻号・通巻ゆ　下冷／通巻

　　　巻号→　　【巻】＋“一”【号】

　　　通巻→　【通巻】

　　　　　　　巻号／通巻　巻号または通巻のいずれか

　（F）発行年月

　　　発行年月→　　【発行月】＋［半角アキ｝÷【発行年】

　（G）所在ページ

　　　所在ページー・・　‘∵’÷【所在ページ】

　　（注）半角ピリオド，半角カンマの後は　半角アキ
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7，2電算写植側の処理規翔

　上述の不興にしたがって整えられたデータは電算写植の処理に渡される。

電算写植の側での処理は以下のようなものである。

（1）全体の組方に関する指定は組版蒋に挿入される。

　これまで行って来ている，この国語年鑑のデータの処理に関して賜えば，

この点に関しては改めて情報をデータとして新たに渡すということはしてい

ない。

（2）出力用にまとめたデータ上の項目の単位に対するレイアウトの纒御。

　　　刊行図書（和文，欧文共通）

　　（a）文献番号の体裁　1～2桁　　　1字取・右揃　折返し3字下げ

　　　　　　　　　　　　　　3　　　　1．5字取・右揃　　　　3．5

　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　2字取。三揃　　　　4

　　（b）発行所，発行年月，判，ページ数，定価は一組として扱い行末揃え

　　　にする。

　　（c）解説は本文よりポイントを下げる。改行して始める。

　　（d）赫赫は本文よりポイントを下げる。改行して始める。

（3）項目によって自動的に挿入すれば済む記号等の付加。

　　（a）欧文刊行図書の書名欄は全体をイタリックにする。

　　（b）欧文文献の末尾にはピリオドを付加する。

（4）’フォントの指定

　　　例えば，

　　　文献番号の数字→　半角数字（欧文）

（5）記号・約物に関する指定（刊行図書，雑誌論文一覧に共通）

　　（a）【　（】，【）】は著編者用のカッコを表す。次のような注の内容に

　　　変換される。ゴシック半角パーレンで括る，パーレンの弟後2分アキ・

　　　閉パーの後ベタ。

　　（b）半角スペース　→　2分アキ

　　（c）全角スペース　→　全角アキ
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　　（の　全角カッコ　　→　半角カッコ

　　（e）題名のO半角カッコ→アラビア数字と一緒のときはカッコ数字

　　（f）　「」全角カギ　　一一・・全角・短い

　　（9）一一一全角ダーシを2つ　→　ダーシ

　　（h）全角ナカグロ　→全角ナカグロ

　　（i）　“”全角ダブルクォート　一・　“”全角ダブルクォート

　　（」〉文脈の途中でイタリックにする場合その部分を｛11｝，｛12｝でくく

　　　る。

　　　　｛ll｝　イタリックはじまり

　　　　｛12｝　イタリックおわり

　　（k）半角ピリオド，半角カンマの後は　半角アキ（欧文の場合）

（6）分類見だしの記号の展開

　大分類，中分類，小分類の3段階の文献一覧に対する分類見だしが，それ

ぞれ第1分類，第2分類，第3分類として下の表現でデータ中に入れてある

が，これを印三隅の形に展開する。

　　　｛bunrui　一　1｝分類タイトル

　　　｛bunrui　＿　2｝分類タイトル

　　　｛bunrui＿3｝分類タイトル

　分類のタイトルの示しかたは次の通りであり，対応する調御に変換する．

　　　　　｛b鷺nruL　1｝　第1分類

　　　　　　罫囲，6字揃え・7字以上はベタ，直後に表頭

　　　　　　ページの途中に入る時は直前1行アキ

　　　　　｛bunrui　．．　2｝　第2分類

　　　　　　ゴシック，頭に‘◇’入る，5字揃え・6字以上ベタ

　　　　　｛bunruL　3｝　第3分類

　　　　　　ゴシック，パーレンで括る，4字揃え・5字以上ベタ

（7）特殊記号等の展開

　アクサン記号や特殊文字，データ中に埋め込んだ個別的な文字の制御など
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を対応する電算写植のコードに展開する。

　例えばアクサン記号は，アクサン記号のつく文字の直後にアクサン記号に

対応する記号を付加することによって表現しているが，これを電算写植によ

る表現に展開する。例えば，次のような記号が使われている。

　　入力時の簡略記号　出力データ中の表現　アクサン記号

　　　　　｛／｝　｛＆acute｝　一

　　　　　｛A｝　｛＆circ｝　A
　　　　　｛s｝　｛＆grave｝　“一
　なお，この出力データ中の表現の名付けはM．Bryan　（1991）中の実体名に

舎わせた。

　その他，ルビの記号の展開などがある。

8．プログラム

　上の処理をMS－DOS上にインプリメントした。ほとんどはsed，　awkな

どのツールによるフィルターとして作成してあり，これらをバッチファイル

に組んで実行するようになっている。処理の仕様は書き換え規則式のルール

として設計した。ただし，プUグラムはこのルールに従った処理をするもの

としてスクリプトで書き下したものであり，ルールそのものをプログラムが

解析して実行する処理系を作ったものではない。仕様の変更・修正などに柔

軟に対処でき，仕様の保守を容易にするために，ルールベースで動作するプ

ログラムの必要性を考えてきてはいるが，これは課題として残っている。

　プWグラム化した部分は刊行図書一覧，雑誌論文一覧，採図書発行所一覧，

採録雑誌発行所一覧，受賞一覧，各学会・関係団体一覧，索引である。

9．データ処理上の問題

データ処理の過程における問題点として，以下のようなことが挙げられる。
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9．1　データ作成

　データの入力，編集に関する大きな問題として以下のような点がある。

（1）入力データの入力ミス，入力漏れの発見

　校正はされているが，データのエラーは残っている。データ処理のやり直

しを引き起こすことがよくある。

（2）後からの判断の変更

　編集に関わる半蜥が途中で変わり，最終段階になってから，それに気がつ

くというようなことがある。

（3＞入力規則の解釈のずれ

　入力規則は，アルバイタも含めた全員が同じルールでやっているはずであ

るが，申には別の解釈を取ってしまうメンバーが出てくることがある。

（4）仕様の変更

　システムが組み上がってきてから，仕様を変更したいという要求が出てく

ることがある。できるかぎり吸収するようにしても，難しい問題を引き起こ

すことがある。システムの柔軟性の問題でもある。

（5）データの受け渡しの際の整合性

　データの項目や順序などが変わっている場合，データの受け渡しでは整合

がとれていないと処理ができないが，データの入力をしている側からは，そ

こが見過ごされてしまい，整合のとれないデータが流れてくることがある。

9．2データの処理過程

　（1）現般階では，システムのメンテナンスがまだそれほど簡便でない。要

求仕様の変更に対して簡単にかつ闘違いなく，安全かつ容易に変更できるイ

ンターフェースはまだできてない。

　（2）・印欄された最終データとこちらのシステムが出力したデータとの間

で，差異の生じる可能性を完全にはコントロールできていない。

　当然予想されることに対しては，できるかぎりうまく対応するように全体

のシステムをさらに改善する必要がある。全体を柔軟にかっ簡単に保守でき
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るようにすることが望まれる。

9．3電算写植を利用する場含の問題点

　最終的な出力は写植の出力の上で確認しなければならない。電算写植の世

界とコンピュータの世界とは別の世界で，パソコンのプリントアウト上で確

認しても，最終的には電算写植の段階が入るので，校正なしで出版という訳

にはいかない。この時点で校正が入るので，データと出版物との間での情報

の完全な一致が原理的に保証されない。校正の情報をもとのデータに反映さ

せるプロセスを必要とする。これは自動的には行われないので，両者の間に

相違が発生する可能性が生じる。最終出力の前にデータベース上のデータを

きれいにしておく必要があるが，実際問題としては最終的な作業の段階で入

力ミスがみつかったり，判断の変更があったりするものであり，このような

ことが発生する。

10多様な出力の形式のサポート

　国語年鑑の機械化を開始したときの柱となる目的のひとつは，データベー

スにデータを蓄積することによるデータの利用の多面的な展開にあった。

　データ表現のSGML表現への変換，出力におけるTeXの利用，HTMLへ

の変換等が次の展開として考えられる。このシステムはこのような表現の利

用が可能な形になっている。これによって，新たなメディアの上での文献情

報の利用へ容易に接続ができ，文献情報の活用への基礎を築こうとするこの

計爾の罵的が実現されるものと思う。又，現在は，特定の電算写植に依存し

ている出力部分も，よリオープンな枠組の中に入れ直すことが可能になる。

11　おわりに

　この計画は国語年鑑の編集を計算機化することによって，研究所における

継続的な文献情報データベースの作成をシステムとして保証しようというも

のであった。現在，一通りの形がついた段階であり，システムとして見ると
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さらに整備すべき点がある。出版という毎年の優先課題をこなしながらのシ

ステム作成であり，システム開発としての都合よりは現実の出版スケジュー

ルが先に立つというものであるが，そのような過程の中でシステムに関する

要求事項も吸収していくという側面もあった。さらにシステムとしての改良

やこの先への展開が必要なものである。

　蟹頭でも触れた「田本語研究文献扇録　雑誌編」の出版後10年を経て，そ

の後のデータの追加が望まれている。本報告のシステムが稼動以降は，デー

タベースのデータが用意されるが，それ以前にはデータの欠落があることに

なる。しかし，雑誌論文については1986年版以降，本報告で示したシステム

がカバーし始める1991年版まで，また，刊行図書については1987年版から

1993年版までを，一部を除き電算写植データとして保管している。このデー

タをもとにデータベースとして整備し，文献データベースの欠落部分を補完

する計画を来年度（1996年度）より3年計画で開始するところである。これ

により，1953年以降の国語掌関係の文献厨録は，一貫してデータベースとし

て利用可能にすることができるようになる。

文　　献

（1＞国語学会・国立国語研究所編（1989）『フロッピー版　藤本語研究文献霞録　雑

　　誌編秀英出版

（2）佐竹秀雄他（1989）il国語学研究の勤向の調査研究遭昭和63年度文部省科学研；

　　究費補助金　一般研究（A）研究成果報告書

（3＞Martin　Bryan著，山崎俊一監訳，福島　誠訳（1991）『SGML入門垂アスキー

　　出版局

一180一


